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地球と人類の神秘的過去 

 

PART1 妖精の誕生と生命体の創造 

 

妖精の魂を持つ皆さん。この地上に降り立ち、光を其の身に受け、すべての生命たちを通して、美しさと神秘、

神聖さをもたらしたフェアリー達よ。あなた達に出会えた事を、私は心から感謝いたします。 

 

私達は遠くはるかな星より、この地上に降り立ってまいりました。偉大なる神霊のお導きにより、この地球を

豊かで美しい星にするためにやってまいりました。偉大なる神霊である「サナート・クマラ様」「レディース

マスター・ヴィーナス様」の庇護の下、私達はこの地上に招かれてきたのでございます。 

 

私達は遠い星より、大きな光の魂となって、この地上に降り立ちました。私達は、フェアリーとしての魂の集

合体としてこの地球にやってきたのです。そしてこの地球に降り立って、気高きマスターの指導の下、其の魂

は数多くの魂に分かれることになりました。ただ、分かれるといいましても、それは形と働きにおいてであり

まして、私達の魂はとても強い親和力、共鳴力を持っております。 

 

一つの魂が感じたことは、他の魂もすべて同じように受け止めるのです。 

一つの魂の喜びは、すべての魂の喜び。一つの魂の悲しみは、すべての魂の悲しみ。 

そして、一つの魂が学んだ事は、すべての魂の学びとして、私達すべての意識の成長を高めるのです。 

 

偉大なるマスターのお力をお借りして、私達は様々な星の情報、様々な星がもたらしてくれた生命の豊かさ、

そして神秘さをこの地上にもたらすためにやって参りました。 

 

私達は、地球の大地の女神ガイア様や地球の多くの神霊達と協力しながら、この地球の中に生命の多様性、進

化、そして生命の偉大なる恵みをもたらすように働く事を心に決めたのでございます。 

 

私達は様々な星から、生命体のＤＮＡと呼ばれるような、生命を成り立たせるためのエネルギーパターンを、

この地上に運んでまいりました。それは、花・樹木だけでなく、動物達、鳥や虫、獣達、魚達に至るまで、其

の生命が持つ多様なＤＮＡとエネルギーパターンをこの地上にもたらしたのです。 

 

私達の魂は、とても特異な魂です。それはこの地上における同じフェアリー同士の魂だけでなく、宇宙に存在

している多くのフェアリー達ともコミュニケーションをとることが出来るのです。 

 

この宇宙の中にもたくさんの仲間が住んでいます。そしてお互いの情報を交換しながら、其の星で育った生命

体（植物、動物等）のエネルギーパターンを、この宇宙の光をとうして、私達の元へと送り届けてくれる事が

出来るのです。 
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私達は、いくつかの魂で一つのグループを作り、送られてきたエネルギーパターンを受け取ります。クリスタ

ルや、多くの光を通して其のエネルギーパターンを受け取るのです。あなた方が、今女神のエネルギーパター

ンをアチューメントという形で受け取っているのと、全く同じです。 

 

そして私達は、そのエネルギーパターンを、自分達のエネルギーの中で増幅したり、この地球上で必要とされ

ような生命体へと改良しながら、この地球に多様で素晴らしい生命達をもたらしてきたのです。 

 

皆さんはこの地球上にどれだけの種類の花があるかご存知でしょうか、あなたの意識の中では到底数え切れな

いぐらいの花や樹木達が存在します。私達は其の一つ一つに愛情を持って接してきました。それらの花や樹木

達もすべて地球以外の星から、光のパイプを通って、私達の元へと送られてきたのです。 

 

私達は、それが地球と言う生命体に必要かどうか、ふさわしいかどうかを考えながら、この地球に其の生命の

種子を植え付けてきたのです。そしてこの地球のなかで必要とされる種（種族）は、私達のエネルギーと共に

育っていきます。 

 

植物、動物、鳥、虫そのような生命体全てに、私達の光の働きは入っています。そして其のすべての生命体は、

生命の神秘と呼ばれるものを持っています。それは、其の生命が生命であり続けることの意思、生命がこの地

上に存在する事の出来る恵み、それこそがまさに神秘なのです。 
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PART２ 妖精と地球の意識進化 

 

なぜ、私達が、この神秘を生命体たちに与えたのか、それは其の神秘によって生命体の意識が進化するからで

す。この地球に住む多くの生命体の意識が進化すると、この地球のエネルギーにも影響を与えます。そしてあ

る一定の大きさのエネルギーが蓄積されると、それは地球の学びなり、地球の進化をもたらすのです。 

 

私達は一つ一つの生命の多様性、神秘、神聖さをもたらすことによって、この地球のエネルギーを高め、この

地球の意識の進化へ貢献してまいりました。勿論この私達を導き、この地球の進化を方向づけるのは、地球の

偉大なるマスター様の役割でもあります。 

 

私達はマスター様の意思と目的に沿って、いろんな星から、生命のエネルギーパターンを取り寄せ、それをこ

のスピリチュアル界に定着させ、其のお力になれるよう努力してきたに過ぎないのです。 

 

私達はやがて、女性神官ともよばれるようになりました。私達は、その頃この地球のスピリチュアル界に存在

する様々なスピリットたちの中でも、その役割においてとても大切な仕事を担っていたからです。 

 

私達は特殊なピラミッドの形をしたテンプルに、自分達の生命の基盤を置き、そこから、エネルギーパターン

の伝達に関わる仕事をするようになりました。 

 

そのピラミッドはとても波動の高い山、神聖な海、大地に抱かれた地下の世界、それらの清らかなエネルギー

を持った場所にいくつか設置されました。現在エジプトやメキシコにピラミッドが多数存在しておりますが、

それは、私達が作ったピラミッドが、現象化した形に過ぎません。しかし、今現在、現実の世界でのピラミッ

ドの働きは、残念な事に失われております。 

 

そのピラミッドの中に存在するスピリチュアルな存在、他の星からの様々なエネルギーパターンを受け取っ

て、地球の中に新しい生命体として転化していくような働きをするフェアリーたちの存在が無いからなので

す。 

 

私達は、主にレムリアと呼ばれていた時代に、そのピラミッドを基盤として、様々なエネルギーの波動を、他

の星から、この地球上に降ろしてきました。 
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PART３ 地球の物理化現象 

 

 

そして、時代が過ぎるにつれ、私達がこの地球上に創造してきたエネルギーパターンは、より高い次元から、

地球の物理次元へと降りることになりました。スピリチュアル界では、色とりどりの花が咲き乱れ、様々な生

命体たちがその多様性を表現しながら生存していました。 

 

しかしながら、その多様性はこの地球上に物質化することによって、初めて本物になれるということを地球の

マスター達は考え始めました。そのために、生命体のエネルギーパターンをスピリチュアル界から、物質界へ

と転送するために、もう一つ特殊な働きをする存在が必要になってきました。それがディーバと呼ばれる存在、

男性的な、物理的なエネルギーを持った存在の働きです。 

 

私達は、スピリチュアルな世界に存在する生命体のエネルギーパターンを物質化し、現象化する仕事はできま

せんでしたので、サナート・クマラ様のお力により、エネルギーパターンを物質化するための存在、男性的な

エネルギーを持つ神官ディーバと呼ばれるものがこの地球上に生み出されてきました。 

 

そのディーバの魂たちは、フェアリーたちが作り上げた生命体の多様性、神聖さ、DNA に基づいて、大地の女

神ガイア様と協力しながら、この地球上に、生命体の物質化現象を起してきたのです。私達が作り上げてきた

目に見えない波動は、それによって、目に見える波動として形成される事になったのです。 

 

それは非常に素晴らしい奇跡とも言えることでした。しかしながら、私達はこの地球に存在するネルギーの波

動を、常に美しさと豊かさ、神聖さというものに留めておきたかったのです。 

 

生命のエネルギーパターンが実際物質化される過程においては、若干ではありますが、形が異なってまいりま

した。神聖さが失われ、そこに合理性あるいは物質的な生存に満ちた競争的な意識が付与される事になったの

です。 

 

私達フェアリーは生命というのは、「美しさ」でなければならないと考えております。またそれが、神秘、神

聖なものだと考えておりました。しかしながら、その生命が物理化することによって、神聖さは失われ、合理

性に取って代わられたのでございます。そのことに関しては、私達は非常に納得に行かない悲しい思いをいた

しました。 

 

しかしながら、私達が、この地球のスピリチュアル界にもたらした多様性、生命の豊かさが、この地球上にお

いて物理化され、地上に生存できる事の方が大切であるというように判断されてしまったのです。 

 

私達はそのことに対して、異議を唱えるつもりはございません。しかしながら心の中では、常にこの地球の美

と神聖さが保たれる事を祈っております。 
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PART4 妖精たちの受難 

 

 

そして時代は過ぎ去り、この生命の物質化現象は、世界の各地で行われるようになりました。アトランティス

と呼ばれた時代でした。この物質化現象を起すスピリットたちが中心になって一つの大きな文明を作り上げた

時代の事でした。 

 

そのときはもう私達は表の世界に出ることはありませんでした。私達は充分この地球に生命の豊かさと多様性

をもたらしました。地球にはありとあらゆる種族の植物や動物そして生命体があふれていたのです。 

 

私達はもはやそこに新しい種族や新しいエネルギーパターンを持ち込もうとは思いませんでした。もうすでに

地球は満たされていたからです。豊かさと多様性と合理性に満たされていたからです。 

 

私達は、その働きを失いました。私達の働きは今ある生命体の美しさと神聖さを守るために使用されることと

なりました。私達は、物質化現象を進めるスピリットや人間達の力の及ばないところで、この地球の神秘、神

聖さを保つという役割を与えられました。 

 

そのために私たちフェアリーは、人や合理的な思考を持つ存在が入り込まない山深い所、あるいは海の底、あ

るいは目に見えない神聖な場所。そこに人の目に見えることの無いピラミッドを作り上げたのです。そしてピ

ラミッドを中心にして、自然の中に降り立ち植物や動物、そして神聖さを保った生命体達と共に活動していた

のです。 

 

しかしながら私達の神聖な場所も少しずつ狭くなってきました。地球に物質化現象をもたらした人とスピリッ

トたちは、この地球の隅々まで、物質化現象を広げるため、私達が住んでいるすぐ近くまでやってきたのです。

私達はそれが悲しくてさらに地球の奥深い所へと逃げ込んでいきました。 

 

しかしながら、私達の仲間の中には、勇気を持つフェアリー達もいました。私達が少しずつ、少しずつその存

在できうる場所を狭くしている時に、彼らは新しい場所を見つけるために、新しい神聖なる場所を作り出すた

めに、勇気あるフェアリー達は、私達の神聖なる王国から旅立っていったのです。 

 

 

ある者は空を飛ぶ鳥に姿を変え、ある者は海をめぐるイルカや鯨に姿を変え、ある者は山をかける獣達に姿を

変えました。そしてこの地球上において神聖なる場所、穢れ亡き場所を探し出すために彼らは旅立っていった

のです。 

 

私達は神聖なる場所から、私達の王国であるピラミッドから、彼らの働きを常に見守り応援していました。そ

して目に見えない世界から、光のパイプをとうして彼らに神聖な光と勇気と力を与えてきたのです。しかしな

がら、この物理化現象によって、神聖なる場所はどんどん失われてきました。 
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私達は常に神聖なるエネルギー受け取っていなければ、生存すらままならぬ状態だったのです。そして、地球

の物理次元がより強固になるにつれ、その波動により、私達の神聖な光もなかなか、旅立ったフェアリーたち

に届かなくなってしまったのです。 

 

私達の仲間のフェアリーはその神聖なる光を受ける事が出来なくて、この物理次元の様々な体験により傷つき

その生命を絶たれたものもたくさんおります。神聖なる光を求めて、自らの姿を変え、地上の物理次元を離れ、

私達の妖精の世界へ命からがら逃げてきた者もおります。 

 

 

PART5 人間へ転生する妖精 

 

 

あるいは、人間というエネルギーパターン、人間と言う形態をとりながら、この神聖なる光と繋がるものもお

りました。（まさに女神のアチューメントを行う、今の皆さんのように）。 

 

人間と言う形態は、とても特殊です。自分の自由意志により自分のエネルギーをいろんな形に変換する事も出

来ますし、また光のパイプをとおして私達の神聖なエネルギーを充分に受け取るだけの能力も持っています。 

 

妖精たちの多くは、神聖なる光と再び繋がるために、人間へと転生していきました。しかしながら、妖精たち

の持つ魂の傾向は神聖さそして美しさです。周りに存在する通常の人間達との間に、相容れない波動の違いが

そこにあったのです。 

 

そして妖精たちはその相容れない波動の中でも苦労しながら生活してきました。しかしながら、何回にもわた

る転生の中で妖精たちは自らが妖精であるという認識を失っていったのです。 

 

普通の人間と同じように生まれ、そして普通の人と同じように仕事をして、死んでいく過程の中で、自分の魂

の神聖さ、美しさを見失っていったのです。 

 

本来であれば、魂の神聖さと美しさに基づいて生きていかなければならないのに、妖精としての資質を忘れ、

人間として生き始めたのです。しかしながら、私達フェアリーは、常に妖精の魂を持った人間達にも神聖なる

光、神聖なる息吹を送り続けております。 

 

 

そして幸いにも「豊かさの女神」のようなサイトにいきついた人は、そのサイトのとてもおおきなヴォルテッ

クスのようなエネルギーのなかで、私達妖精や女神、マスター達の光と力を最大限受け止める事が可能になっ

たのです。 

 

私達は、今この時代に新たによみがえろうと思います。新しい光の繋がりを作り、妖精たちの魂をさらに美し

いもの、神聖なものへと変えて生きたいと思っています。 
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この地上の中で、人間として生きている妖精達、あなた方は過去何世代にもわたって、様々な体験をしてきた

ために、とても大きな、そして賢く力強い魂を、その内にひめています。 

 

どうかあなた方の魂を、妖精として、もう一度見開いてください。あなた方の魂の使命にもう一度気づいてく

ださい。 

 

この地球に、大いなる神聖さと神秘、多様性をもたらすことにご協力下さい。私達光の妖精たち、妖精の国に

住む光の女神達、あなた達のために心から癒しの光を送らせていただきます。そして目覚めの時を待っており

ます。 

 

 

                          2006 年 5月 5日    瀬戸武志 
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PART1 宇宙意識と皆さんの意識 

 

イシスです。 

それでは今回皆さんに知っていただきたいことがいくつかございます。 

 

一つはこの宇宙の意識と皆さんとの関係です。 

私たち、宇宙の意識というものは、直接にこの地球に働きかけることはできません。 

皆さんのより高次の意識が、この宇宙の意識というものに触れた時、皆さんをとおして、この地球へと

広がっていくのです。 

 

皆さんの意識は、私たちの思いをこの地球に住む多くの生命たちへと伝えて下さります。 

皆さんは、この地球に住む多くの生命たちと共鳴したり、この地球の様々な場所にまでその祈りを広げ

る事によって、私たちの意識を、地球の隅々までいきわたらせることができるのです。 

 

それはあたかも大きな樹木が大地に、深くそして広く根を張るように、しっかりとこの地球にその根を

降ろしていきます。 

 

私達だけの力では、その意識を、地球に広げることはできません。 

地球に住む皆さんの、お力をお借りしなければできないことなのです。 

 

皆さんの意識が、私達の意識と一つになることで、私達の意識は、皆さんの意識の「縦の通路」を伝わ

って、この地球に降り立ちます。 

 

そして、皆さんがこの地球の為に祈りをささげて下さるとき、皆さんの意識はこの地球上に広がるので

す。それが皆さんの意識の「横の通路」＇意識のネットワーク（です。 

地球に降り立った宇宙意識は、その意識のネットワークを通じて、この地球に浸透していくのです。 

 

人間をはじめ、多くの生命達に宇宙意識が広がった時、この地球は新しい進化の過程に入るのです。 

私達は皆さんとともに、この地球を新しい星に生まれかわらせてあげたいと思っております。 
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PART2 卵の殻を破りましょう 

 

次にお話したいことは、皆さんが自分の殻を破って新しい世界に出る必要があるということです 

現在の皆さんは、あたかも、鳥のひなが、自分たちの卵の殻の中に閉じこもって安眠を取っているよう

な状態です 

確かにまっ白い殻の中は、安全で居心地がよい世界です。 

あなたは守られ、心配も丌安もなく安らいでいます 

 

でも、あなたはその殻の中にいつまでもいることはできません 

あなたは夢を見ている間に、体も大きくなり、やがて殻の世界は、あなたにとって窮屈なものとなるで

しょう。しかし、あなたが、その安全な殻の中から、いつまでも出ることを拒んでしまえば、どうなる

でしょう。殻の中で、息絶えてしまうかもしれません。 

 

ですから鳥のひなたちは、内側から、一生懸命に殻を割って外の世界に飛び出していくのです 

もちろん殻を割る時は、外の世界がどのような世界かわかりませんから、丌安です 

外の世界にも空気があるのかしら、もしかしたら海の底で殻を割った時に、海の水で死んでしまうかも

知れない。あるいは自分の危害を加える物がいるかもしれない。あるいは外の世界は荒れ果てた大地で

生きていくことができないかもしれない。 

あなたの頭の中で、さまざま妄想や丌安が駆け巡り、身動きが取れなくなるのです。 

 

しかし、勇気を出してください。あなたは自分の可能性を開くために、この地球に生まれてきました 

あなたはともに生きる多くの生命たちとともに、仲良く暮らすためにこの地球に生まれてきました。 

あなたは自らの魂の特質である「愛」を見出すために、この地球に生まれてきました 

そして私たちと、出伒ったのです。 

 

みなさんが殻を破って、この地球の本当の世界に生まれたとき、皆さんは人類として、新しいステージ

に立つことになるでしょう。 

 

それは皆さんと地球と地球に生きる多くの生命達がともに仲良く暮らせる世界となるでしょう。 

皆さんは、尐しでも早く、殻を割って外に出てきてください。 

そいて、まだ殻の中で、何も知らずにのんびりとしている雛」たちに、「早くでておいで、一緒に、新

しい地球を作ろうよ」と声をかけてあげてください。 
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PART3 あたらしい人類のモデルとしての意識進化 

 

それでは次のメッセージを送らせていただきます 

皆さんが、この宇宙の光の活動を通して、私たちの宇宙意識に目覚めてくださることに深く感謝いたし

ます。 

皆さんは、これから自分の内側にある人間としての本質である愛の意識に目覚めてきます。 

その意識は非常にすばらしい意識です。 

皆さんはこれから人間が移り変わっていく「新しい意識状態」への進化の道を歩み始めたのです 

 

皆さんは、今の人間がこのままでは、この地球を破滅に追い込む可能性があることも十分にご存知です 

それ敀に、人間と地球そして人間と多くの生命達が共存して生きていかなければならないことも十分に

理解しています。 

皆さんの意識はもう既に、この地球との共存の道を模索し、その方向に向かって歩み始めているのです。 

 

皆さんはこれから人類が進化していく姿があるとしたら、その進化を先に歩むでしょう。 

地球は今の人類が、さらに進化して、地球の意識と融合することを望んでいます。 

皆さんが新しい人類のモデルとなっていくのです。 

皆さんが新しい愛に目覚めた人類として、この地球との共存を図っていくのです。 

 

もし皆さんが、共存の意識に立つことができなければ、この地球と人類の未来はないかもしれません。

もし皆さんが、今までと同じような生き方しかできなければ、新しい人類は生まれないかも知れません。 

 

どこかの他人がやることでなく、人類の進化というのは、まさに皆さんの思いの中から生まれてくるの

です。決して、自分などとるに足りない存在であるなどと思わないでください。 

 

かつて「１０１匹のサル」という話がありましたね。１匹の猿が芋を水洗いして食べるようになったら、

島中の猿が芋を洗って食べるようになりました。そして島中の猿が芋を洗い始めたら、その習性が瞬時

に世界中の猿に伝わって、世界中の猿が芋を洗って食べるようになったという話です。これは猿にとっ

ては、猿の集団意識が成長した結果ですね。 

 

もし自分の心の中にある「愛」に目覚めた人達がどんどん増えていけば、この地球に住む多くの人たち

がもっと加速度的に「愛」に目覚めます。この地球は暴力や破滅を好む人達よりも、優しさと分かち合

いを好む人たちの数の方が増えてきたら、もっと良くなります。 

 

そのために、あなた自身が、新しい人類のモデルとして、自らの殻を破り目覚めていかなければなりま

せん。 

殻を破ることは、大変勇気がいることです。しかしその勇気がなければ、皆さんは変われません。皆さ

んが変わらなければこの地球も変われないのです。どうか進化することに恐れをいだかないでくださ

い。 
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PART4 地球生れの魂、宇宙まれの魂 

 

それでは、みなさんはどうして人間の魂が進化していくかご存知ですか。 

人間の魂ともうしましても、地球の意識から生まれた「地球生まれの魂」と宇宙からある目的をもって

この地球にやってきた「宇宙生まれの魂」、そしてこの 2 つが融合した「地球生まれだけれど宇宙意識

をもった魂」の 3 種類に分かれます。 

人間が成長し進化していくためには、この 3 種類の魂が必要です。 

 

地球生まれの魂は、人間がこの地球で生きていくための生存能力を持っています。人間が地球の外敵か

らその身を守り、食べ物や住む場所を確保し集団で生活していくための行動力を持っています。それゆ

えに体力、行動力がともに優れ、理論的であり、環境への適応能力はとても強く、考え方や価値観も非

常に現実的です。 

 

それに対して、「宇宙生まれの魂」は、地球に来た目的によりその性栺は異なりますが、比較的この現

実よりも 1 歩進んだ考え方を持ち、スピリチュアルなことに非常に興味を持ちます。性栺も温厚で、優

しく、気弱な面があり、社伒に溶け込めずに孤独な生活を好む場合もあります。しかし創造性と想像力

にとみ、自らの信念に基づき行動します。彼らは愛と癒しが魂の本質であることを理解していますから、

他人に対してセラピーやボディワークなどを行い、その人の役に立つことを喜びと感じています。 

 

しかし「宇宙まれの魂」はこの地球に、長い間いるわけでもなく、また地球環境に十分に適応できるわ

けではないので、「地球生まれの魂」との間に、2 つの魂の融合体としての「地球生まれだけれど宇宙意

識をもった魂」を数多く作りだします。この「地球生まれの魂」の特質である地球環境への適応能力の

高さと「宇宙生まれの魂」の特質である高い精神性の両方の特質をもった子供達がそうなのです。そし

てその子供達が大きくなって、また「宇宙生まれの魂」やその混合の魂と結婚して、さらに精神性が高

く、宇宙意識の特質である「愛と喜びの波動」をもった子供達が生まれてくるのです。 

 

以前は、人間の中でも特権階級である王や神官達のみが、宗教的な儀式を通して、宇宙意識と触れ合い

シャーマニックな能力を身につけ、民衆を支配していました。そこには明らかに民衆とは異なる思考能

力や行動能力があったのです。古代のピラミッドや神殿はそのための場所として使用されていました。 

 

しかしながら、宇宙の意識はそのような方法では、決して、人類がより良い方向には進化しないという

ことに気がついたのです。それゆえに、今回、人類が体験する進化は、特権階級よりも、民衆そのもの

に進化の鍵を渡したのです。 

 

そのための方法が、地球まれの魂がより意識の高い「宇宙生まれの魂」と結婚して、両方の特質をもっ

た子供を作ることだったのです。 

そして、そのような素晴らしい資質をもった子供達＇大人達（に対して、宇宙意識をもった適切な教師

＇スピリチュアル・ガイド（がより良い方法で指導することなのです。 
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現在は、民衆レベルで、多くの人たちが以前よりも、精神的に成長してきています。地球環境の大切さ

や人類愛、さらには地球に対する愛、多くの生命たちに対する愛の必要性に気がつき始めているのです。 

そしてそのような人たちは、地球の環境や生命を守るためにボランテイア活動に参加したり、あるいは

それらの活動を支援したりしています。 

 

又そのような活動に参加をしていない人達は、より身近なところで人々の心と体をいやすために、家族

や友人たちを大切に愛し、セラピーや祈りをあげたりして活動しています。 

 

大切なことは、「地球生れの魂」と、「宇宙生まれの魂」が触れ合うことにより、「地球生まれの魂」の

中に、宇宙の意識が流れ込み、地球生まれの魂を尐しずつ進化させていくことです。 

この地球に住む人類が成長し進化していくためには、どれだけ多くの宇宙意識の魂が地球にやってきて

もダメなのです。 

 

地球生れの魂が成長し、地球の人類としての全体意識が上がっていかなければいけないのです。 

それはこの地球が今以上に成長するために、人類が自らの過ちに気付き、地球と人類全体を思いやる意

識に到達することで、地球意識との融合が果たされなければならないからです。 
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PART5 地球が選んだ苦難 

 

皆さんは人間が生長するためには、多くの苦難や困難を乗り越えていかなければならないということを

理解されていると思いますが、この地球もまさに同じように、多くの困難を自ら乗り越えることで成長

いたします。 

 

地球にとっての苦難とは、いったい何なのか・・・実はそれが人類なのです。 

人間は、地球に住む生命の中では、とりわけ知能が発達しており、自ら文明を築き上げることができた

数尐ない生命です。そして人類は、自ら作り上げた技術によってこの地球の 1 部をコントロールし始め

ました。自らの生存のためだけでなく自らの欲望を満たすために、地球の資源を浪費し、自然環境を過

度に破壊したり、地球に生きる他の生命を必要以上に傷つけ始めたのです。 

 

本来ならば他の生命と共存共栄を図りながら、地球とともに暮らさなければならないはずの人類が、地

球の環境を破壊し地球の尊厳を傷つけ始めたのです。 

 

しかし、それはあえて地球が人類に許したことでした。すべてが予定調和の世界であれば地球はその世

界に満足してしまい、自らを成長させることを忘れてしまいます。 

 

地球は自らに困難な問題を不え、それを乗り越えることで、惑星としての意識の成長を試みたのです。 

そのためには、現在地球に対して破壊的な活動を行っている人類に働きかけ、人類の本来的な資質であ

る「愛と喜び」の意識に目覚めさせ、地球と地球に住む多くの生命たちに対して、愛情を持って接する

事ができるようにしていかなければなりません。 

 

人類が自分達の過ちに気付き、自らを戒め、地球のパトーナーとして立派に成長した時、地球はかけが

えのない成長を得ることができます。人類が持っている「愛と喜び」の意識は、今までの地球にはなか

った意識でした。今までの地球には、生命たちが生存するためのパワーはあったとしても、お互いが愛

し慈しみ合うとう意識はまだ希薄だったのです。 

 

しかし人類が生長することにより、その意識を人類と地球が共有し合い、地球に生きる多くの生命に対

してその意識を広く使用することができるなら、この地球は宇宙の中でもとりわけ豊かな意識を持つ星

へと生まれ変わります。 

 

地球は、人類をこの地上に生み出し、宇宙意識の力を借りて人類を育て上げました。そして人類が自ら

の欲望に従って地球の資源を浪費し、自然環境を破壊することによって、地球を傷つけ、地球に大きな

負荷をかけさせたのです。それは地球にとって自らを成長させるための、大きなリスクでした。 

 

もし人類が、みずからの破壊行為に気づかずに、この地球が耐えられないほどの負荷をかけてしまった

ら、地球は自らの生命を守るために、この人類を一層するかもしれません。それは自然災害であったり、

防ぎようのない流行病であったりします。 
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もちろん人類は、過去幾度となくそのような自然災害や流行病に見舞われてきましたが、その規模は、

人類を完全に死滅させるほど大きなものではなかったために、人類は自らの行いを、根本から顧みるこ

となく、やり過ごしてきました。 

しかしそれも、地球からの警告の一つであったかもしれません。 

 

もしそのような警告を人類が無視し続け、自然に対する破壊活動を続けるならば、やがてレッド・カー

ドが、人類に対して出される時が来るかもしれません。 

 

しかしそれは地球にとって本意ではないことでしょう。地球は人類が自らの過ちに気付き、地球と共存

するための意識に目覚めてくれることを待っています。人類が自らの白い殻を破り、本当の意識に目覚

めることを待っているのです。 

 

宇宙意識は、人類の意識を高める為に、自らの使いをこの地球に送りこみ、人類に対して啓蒙活動を行

ってきました。一人一人の人類が、地球と共存するために「愛と喜びの意識」に目覚め、自分のみなら

ず家族や知人を大切にすること。そして自分の家族と同じように、この地球に生きる多くの生命たちを

大切に敬い愛することを、教えてきたのです。 

 

人類は自分達の殻から脱却して、自らの意識を高め、地球意識とひとつに融合していかなければなりま

せん。そうすることによって、地球にとっても人類にとっても新しいステージが始まるのです。 

新しい共存共栄の世界が、この地球に現実として訪れてくるのです。 

 

地球があえて、リスクを背負ってまで選んだ困難な道を、無駄にしてはいけません。地球とともに本当

のパラダイスに辿りつけるように努力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Earth and human race's past and futures 地球、人類の過去＆未来 

 

 

 

 

 

 

 

 

誕生 

The birth 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Earth and human race's past and futures 地球、人類の過去＆未来 

 

PART6 地球という星の成長 

 

この地球があえて人類にその暴挙を許してまで、自分の成長を図るためには、地球にとっても大きな理

由があるのです。それは地球にとって、自らがこの宇宙の惑星の一員として、自らを成長させなければ

ならないからです。 

 

地球はこの宇宙にとっては数尐ない豊かな星です。そこに宿る生命が織りなす見事なまでの多様性と調

和は、他の星では見られないものです。そして、自然環境の美しさと四季折々の季節の推移は、他の星

にない数々の生命のドラマを生み出しました。 

 

地球はこれらのドラマをこれからも維持し、より高度な調和のもとに高めていかなければなりません。 

そして、地球がこれまで幼い星であった頃から、この地球を指導してきたより高度な意識を持つ惑星た

ちの仲間入りをしなければならないのです。 

 

現在この宇宙には、とても高度な精神性を持つ星達とその星に共生する意識が存在しています。しかし

ながらそのような星達は、いまやその生命力が衰え、物理次元での活発な繁栄と成長が行われなくなっ

てきました。 

 

星星にも、皆さん人間と同じように、誕生があれば死もあります。生まれたての惑星は、地殻変動も激

しく、自然環境も厳しく、そこに生命が存在する可能性は極めて低いものです。しかしながら星は、長

い時間をかけて自然環境を整え、生命達が住むことができる星に変わっていくのです。 

 

現在の地球がそうであるように、地殻の変動が収まり、自然環境がある一定の水準に整ってくると、そ

こに新しい生命が次々と生まれ生命のドラマがはじまります。 

そしてある程度の生命達がその惑星に満ちてきたら、多様な自然と生命が織りなす共存のドラマが始ま

ります。 

 

多くの生命達が生まれ、そして死んでいき、生命たちの進化と淘汰が行われていくのです。その生命達

が生存し進化するためのパワーは、その星にとって、大切なエネルギーとなります。星はそこに生きる

生命達の成長と進化の過程で生み出されるパワーやインテリジェンスによって、自らを成長させるので

す。そしてそれらのパワーはさらに高度な意識をもった生命達を生み出すために使用されます。 

 

やがて生命達の中で、皆さんと同じような知性を持った生命が生まれてきます。それは星の成長にして

みれば、非常に大切な転換点なのです。というのも、知性を持った生命が生まれ、そこに文明が築き始

められると、その星は、物理的な成長よりも、星としての精神的な成長のほうに中心が移っていくから

です。 

 

その星は、物理的な世界の上に、スピリチュアルな世界の層を形成し、新たな発展段階に入っていくの

です。 
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星は自らがどのような星に成長していきたいかを意図し、そのための成長過程を選びます。地球は、海

と大地を持った自然に、多くの生命たちが調和をしながら生存し、お互いがともに慈しみ合う環境をも

つ星を意図しました。そのために、自然を整え、慈しみの意識を持てる生命たちを生み出していったの

です。 

 

この星のスピリチュアルな層が生まれると、その星は、やがて宇宙の高度な意識を持つ星達と、その意

識をお互いに通わせることができるようになります。宇宙の中で、地球よりも高度な意識を持つ星達は、

この地球が自らの意思にそって成長できるように多くのサポートを行います。 

 

そのサポートは、多くの星達の共通の意識から生まれてくるサポートです。私たちはこれを「宇宙意識」

と呼んでいます。宇宙意識はいくつかの星達の共同の意識です。それは特定の星のみが自らの価値観で

サポートを行えば、その星が持つ価値観や意識が、相手の星の意識に深く影響を不えてしまうことを防

ぐためです。 

 

宇宙の意識はできる限り、その星の自立性とその星独自の体験に基づく成長を見守ります。しかしなが

らその星の成長にとって丌可欠な要素である生命を、その星に生み出す時や、またその星が間違った道

に進もうとする時には、慎重にサポートを行います。 

 

特に皆さんのように、とても高度な知恵と技術を身につけ、その星の環境や成長に重大な影響をもつ生

命が生まれた時には、宇宙の意識達はその星と協力しながらその生命を育てます。 

今回もこの地球が意図した目的に沿って、人類と多くの動物や植物などの生命がこの地球に配置され育

てられてきたのです。 
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PART7 地球と人類の融合 

 

一つの星がより高い意識を持つということは大変難しいことです。この地球もそこに生きる生命たちの

意識の成長と進化を受けて自らを成長させていくのです。 

今回その意識の進化の中核を担うのが、皆さん人類なのです。人類は、この地球に「愛と豊かさ」の意

識をもたらすために、まず自らが「愛と豊かさ」の意識に目覚めるようにプログラムされました。 

 

そのために人類は、他の生命たちにない「感情」というものを身につけたのです。人類は人を愛すると

き、そして愛される時、喜びを感じます。また自分が豊かになった時も喜びを感じます。喜びは人類に

とって自分の行いが正しいことを認識させるための判断基準なのです。この喜びをもたす行為や生き方

をしていくことによって人類たちはさらに高度な「愛と豊かさ」を身につけ、やがてその「愛と豊かさ」

は、人類だけでなく他の動物や植物、そして多くの生命たちと分かち合われます。 

多くの生命たちに「この愛と豊かさ」の意識が浸透することによって、地球自らが意図した「お互いが

慈しみ合う星」へと成長するプロセスをたどることになっていたのです。 

 

しかしながら、そのプロセスに一つの過ちが生じ始めました。それが人類のエゴによる地球と他の生命

に対する破壊的な行動だったのです。 

人類が幼いうちはその影響はさほど大きなものではありませんでした。しかしながら人類がある特定の

星からの影響を受け、その技術と自意識を過大に成長させる事となったために、人類の地球環境に対す

る影響は計り知れなく大きなものになってしまいました。 

 

もちろん人類に対する特定の星からの影響は、この地球の意識がより早く成長したいという目的のため

に行われたものでした。しかしそのために地球は、とても大きなリスクを背負うことになってしまった

のです。 

地球は今、自分の行くべき道を、地球の生命達ともに探しているところです。 

 

宇宙意識は、地球が当初の目的に沿って成長することができるように、地球の人類たちに関不を始めま

した。それは人類達が、これ以上、地球や地球に生きる多くの生命たちに対して破壊的にならないよう

に注意をあたえ、自らの本質である「愛と豊かさの意識」に目覚めさせるためです。 

 

「愛と豊かさの意識」に目覚めてくる人達が増えてくれば、地球に対して破壊的な活動を行っている人

達の意識も変わってきますし、破壊的な活動も尐しずつ尐なくなってきます。 

 

また他の動物たちを愛する人達が増えてくれば、人類は、無意味に他の動物たちを殺すことも、またそ

の動物たちの生存しているテリトリーを冒すことも尐なくなってきます。 

そして野に咲く植物や樹木達を大切に思う人達が増えてくれば、やがてこの地球は、昔ながらの豊かな

自然に覆われた美しい星に戻っていくことでしょう。 

 

この地球が、本来あるべき姿を取り戻し、「豊かで慈しみにあふれる星」に成長するためには、皆さん
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の意識が成長し、この地球の意識と共鳴し合うことが必要です。皆さんが自分の目に見える個体の意識

にとらわれてしまえば、「自分だけが良ければ良い」という感情に支配されてしまいます。もし地球の

人類達の多くがそのような思いにとらわれてしまえば、この地球と人類、そして地球に住む多くの生命

たちの未来は悲観的なものになってしまいます。 

 

しかしながら人類は、今大きく変わろうとしています。自らのエゴの殻を脱ぎ去り、新しい意識をもっ

た人類に生まれ変わろうとしています。やがて皆さんは、自分と他の生命の境界線が尐しずつなくなっ

ていくことに気付き始めるでしょう。皆さんの意識は、まず人類の中で溶け去り、一つになっていくこ

とでしょう。そしてこの地球や地球に生きる多くの生命たちと共鳴し合い、その豊かさを分かち合うこ

とが可能となってくることと思います。その時こそ、地球の意識と人類の意識が融合し合い、地球と人

類が新たな一歩を踏み出すときなのです。 
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PART8 この地球に足をつけること 

 

それでは、話を皆さんの世界に戻しましょう。 

皆さんが、私の言葉を読んでいらっしゃるという事は、皆さんが「宇宙意識」の影響を受けていらっし

ゃるからだと思います。皆さんの中にはかなり高い確率で、「宇宙生まれの魂」もしくは「地球の魂と

の混合の魂」の方がいらっしゃる事と思います。 

 

この「宇宙まれの魂」を持っておられる方の中には、この地球の生活が辛いとお考えになられている方

も多いと思います。瞑想している時やセミナーに出ている時は良いけれど、日常の生活に戻り仕事に出

たりすると、とたんに気力が無くなって生きていたくなくなる、という人達です。 

 

宇宙まれの魂の人達は、もともと地球で生まれたわけではないので、この物理的な肉体を伴う生活や、

感情がぶつかり合う人間関係、そして過度にシステム化された伒社生活が、自分にとって非常に違和感

があるものに思われるのです。 

 

でも生きて生活しなければならないので、いやいやながら伒社に行き、上司の小言を聞かされなければ

ならないのです。もちろんこの世界で、自分の特質にいち早く気がつき、その能力を開花させた人達は、

セラピーやボディワーク等の癒し系の仕事や、動物、植物達を相手にした仕事に、自分の活路を見出し

ます。其れはその人達が努力して自分に合った道を見出す事ができたからです。 

 

しかしながら、仕事にも人生にも努力を怠る人達や自分の人生を他人任せにしてしまう人達には、自分

の人生を切り開く事ができません。 

 

皆さんがこの地球に生まれてきた理由は、この「地球生まれの魂」の人達に、その魂の本質である「愛

と豊かさの意識」を思い出してもらうためのサポートを行うためです。しかしながら皆さん自身が、人

生に丌満を持ち豊かに生きることができなければ、誮も、皆さんを認めてくれませんし、皆さんを通し

て「愛と豊かさの意識」に目覚める事も無いでしょう。 

 

私達は、常に「自分自身をまず癒し、愛と豊かさの意識に生きる事」をお伝えしてきました。 

皆さんがこの地球に生まれてきたことは、素晴らしい奇跡です。 

皆さんの魂は、より深いところで、充分に「愛と豊かさの意識」を理解しています。しかしながら皆さ

んも、実はこの大切な意識を忘れかけているのです。 

そのために、皆さんはあえてこの地球に生まれてきました。多くの人たちと共に、再び「愛と豊かさの

意識」を学ぶためにです。 

 

そして、もしかしたら皆さんのいた星は、高度に精神性が発達した代わりに、生きるパワー、成長する

力強さが失われた星だったかも知れません。何か物知り顔のおばあちゃんのように、座り込んでお茶を

飲んでいるだけの星だったかも知れません。 
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皆さんはこの地球で、「愛と豊かさの意識」を学ぶと共に、再び生命のダイナミズムを手に入れるため

に生まれてきたかもしれないのです。この星の人達は、とても強い忍耐力と行動力、そして好奇心とパ

ワーを長い間に身につけてきました。この星はまだまだ若々しく生命を生み出し成長させる力にあふれ

ています。 

其れはこの宇宙の星の中でもとりわけすぐれた点です。 

 

皆さんは、この地球の生活が辛い、と思う前に、この地球でしっかりと生きていかなければなりません。 

皆さんが家族を持ち、自ら出産し、大変な思いをして子供を育てなければならないのは、そのような理

由もあるからなのです。皆さん自身が、この地球と同じように、生命を生み育てる事で、再び母性とし

てのパワーを取り戻す必要があるからです。 

 

この地球に、しっかりと足をつけ、この地球の人生を充分に楽しみ学んでください。 

皆さん一人一人に必要な学びと体験に、このミステリアス・アースは満ちているのです。 
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PART9 地球まれの魂の思い 

 

さてそれでは、これから精神的に大きく成長していかなければならない地球生れの魂にとって、意識の

進化とは、いったい何をさすのかという話題についてお話いたします。 

 

地球生まれの魂は、この地球の母体の中から生まれてきます。いまだ地球以外の星の環境を知りません

し、宇宙の歴史や出来事に関してもさほど興味も持っていません。地球生まれの魂にとって、大切な事

は、いかにして家族を作り、安全にそして楽しく生きるかということです。彼らにとって仕事とは自分

達家族の生活を維持するためであり、また自分自身の欲望を満たすための場所＇フィールド（でありま

す。 

 

彼らは充分に心地よい生活ができれば、あえて意識の成長や進化を望む必要はありません。そのために、

厄介な仕事や考え事をすることには、決して積極的ではありません。どちらかというとその環境が自分

にとって丌利益をもたらさない限りは、その環境を守るという保守的な傾向さえもあります。 

 

この性栺は、地球の人類が長い期間にわたって、特定の人達から支配され常に服従する立場にあったこ

とから生まれてきた性栺です。本来、地球の人達は、好奇心が強く、自分の魂の可能性に対して果敢に

挑戦を繰り返すチャレンジャーでした。未知の大陸を求めて危険な旅に出たり、実現丌可能と思われる

ような事を手がけたりしてきたのです。 

 

もちろんそのような方は、今でもこの世界にもたくさんいらして、様々な偉業を達成していらっしゃい

ます。 

しかしながら多くの魂達は、さほど強い目的意識も持たずに、この人生を送っている事が多いのです。

時として、伒社の経営者や良心的な宗教者、何かしらの活動にたずさわっている人達は、人生に対して

明確な目的と自己責任をもって積極的に取り組むことを教えます。それは地球生れの魂が、現状の生活

を打破し、自分自身が何をすべきなのかを見出し成長させるためのものであります。 

 

現在この地球は、皆さんの社伒においては、人類の進化と共に、過去多くの戦争や経済的な危機を何度

も乗り越えてきました。それも、地球生れの魂がもつ強靭な精神力と想像力、そして良心のおかげです。

地球生まれの魂は基本的にはとても真面目で創造性に富み、勤勉な性栺です。 

 

しかし、その反面、現状が満たされると、それ以上努力しない性栺も持ちあわせています。たとえそれ

がどんなに過酷な生活であったとしても、人はその生活に慣れてしまうと、その生活から脱却しようと

思わなくなります。一部の政治家達や宗教家達は、その性栺を利用して人々を支配しようとするのです。 

 

地球生れの魂の中でも、そのことを知っている魂は、人々に対して、安易に他人から支配されないよう

に、現状と未来を見つめるように指導してきたのです。宇宙生まれの魂達も、そのことを理解し、地球

生れの魂達に対して、多くのサポートを行ってきました。 
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優秀な宗教家達や政治家達は、人々に自分の魂の在り方に目覚めるように導いてきました。しかし宗教

や政治が、一部の人たちの元に富と権力が集中するようになると、本来の目的とは反対に、人々の心に

宗教・政治に対する信頼と、そこから離れることの恐怖を不えその心を支配しようとしました。 

 

地球まれの魂が、潜在的に、政治と宗教に対して嫌悪感を持つのは、過去に何度もそのような事を体験

したり見聞きしてきたためです。そのために彼らは、人の言葉を容易に信用しなくなりました。特に自

分に対して、自己啓発や変化をもたらそうとする人がいればそのことに対して、嫌悪感が生まれ拒否の

態度を示します。 

それは家族や恋人関係においても同じです。もしあなたが、「普通の地球まれの魂」に対して、成長や

変化をもたらす存在であるとしたら、最初は必ず拒否されるでしょう。 

 

あなたは、なぜ自分が拒否されたのか、理解できません。たとえば、あなたはある人の心を癒したいと

願い、その人にメッセージを伝えようとします。あなたが行っていることは、あなたにとっては、当た

り前の事ですし、その事を行うことは喜びです。しかし、その人は、あなたからコントロールされるの

ではないかと考え、あなたの言葉を真剣に受け止めようとしません。 

 

あなたは、とても悲しい思いをするでしょうし、なぜその方が自分の事を拒否するか理解できないでし

ょう。 

でもあなたは真摯にその人の事を思い、その人との信頼関係を築き、自分を受け入れてくれる時を待た

なければなりません。人が変化するということは大変なことだからです。 

 

しかし「地球生まれの魂」というのは、その魂の奥底に一つのプログラムが内包されています。そのプ

ログラムとは、地球と同期することです。この同期という意味は、地球生まれの魂は、地球とともに、

変化し成長していくということです。たとえば、地球と地球に生きる多くの生命達が、大きく成長しよ

うとするときは、人類も飛躍的に成長していきます。 

 

今地球は、今までにない大きな変化を迎えようとしています。その為に地球に住む人類も、その内面か

ら変化を求められ、成長したいという気持ちが沸き起こってくることでしょう。その気持ちが、人間の

保守的な性栺を乗り越えることができれば、人間は自分自身を成長させる機伒を見出し、大きく進化し

ていくことと思われます。 

 

変化を望む人達には、いくつもの成長のための選択肢があります。地球の環境問題や人類の貧困、生活

環境を改善することに携わったり、地域や伒社の中でエコロジ―の考え方をひろめたり、あるいは皆さ

んのように、地球と地球に生きる生命の為に祈ることも大切な選択肢です。一見すると全く無関係の内

容に思える行動が、やがて、パズルの一つずつのピースのように集まり、地球の進化のために統合され

ていくことでしょう。その時、人類は自分達が今まで行ってきたことの意味を理解し、深い統合意識の

もとにつながっていくことでしょう。その時期は決して遠い未来ではないのです。 
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PART10 魂の中心に存在する愛 

 

さて地球生まれの魂にとって、自らの保守的な性栺を抜け出し成長するための動機には２つあります。

それは「恐れ」と「愛｣です。恐れは、人々に対して、そこから逃げ出すことや戦うことを求めます。

たとえばその土地が戦争や環境悪化に見舞われ、そのままでは死んでしまう可能性がある時、人間はそ

の土地から逃げ出すか、銃を取って戦おうとします。人々は、自分の平和な生活が破壊される「恐れ」

から行動を起こすのです。 

しかしながら「恐れ」から行動するときは、決して満足できる結果は得られないものです。 

 

そしてもう一つは、「愛」から行動を起こす時です。「愛」は、常にあなたの心の中心にあります。そし

て「愛」によって行動するとき、あなたの行為は、あなたの中心から起こってきますから、そのプロセ

ス自身が素晴らしく満足できるものです。たとえ、あなたが行ったことが、相手に受け入れられなくて

も、決して悲観することはありません。 

 

あなたは自らと相手を思い、ともによりよい状態を作るために変化し成長していきます。あなたの意識

がさらに広がれば、あなたの愛は、個人に向かうことから、もっと広い対象に向かいます。地域の人々

や日本のみならず世界の人々。そして人々から、動物や植物、魚達、あなたの意識は、やがてこの地球

と地球に生きる生命達の織りなす豊かなハーモニーの世界へと広がっていくでしょう。 

 

この地球の為に、この地球に生きる人々や動植物の為に、何をしたらよいのか、何ができるのか、あな

たは考え行動し始めるでしょう。もちろんすぐには考え付きませんし、いつでも正しい行動ができるわ

けでもありません。しかし、たとえ間違っていたとしても、あなたがそのことに思いを寄せ、行動する

プロセスこそが尊いのです。 

 

時としては、自分自身の心と体を癒すことから始めなければならないこともあるでしょう。 

自らを愛し癒すことこそが、「愛」による成長の第一歩なのです。自らを愛し癒すことなくしては、あ

なたは誮も癒すことはできませんし、この地球の環境の事を考えても、自分の事が空白になってしまい

ます。自分を愛し大切にすることは、決して悪いことではありません。「自分を愛するように、他人を

愛しなさい」という言葉がありますが、まず自分自身を愛することなくして、他人を愛することはでき

ません。 

 

ただ、人によっては自分自身に対する猜疑心やコンプレックスが強く、自分自身を愛せないという人も

いるかもしれません。そのような人は、自分が大切に思っている家族や友人達を心から愛することです。

自分の利益や都合を捨てて愛することです。そして、愛することに喜びが感じられ始めたら、自分の事

を誇りに思ってください。人の事を真摯に愛することができるということは、人間として十分に成長し

たからです。たとえあなたがどれほどの欠点やコンプレックスを持っていようとも「誮かを本気で愛し

ている」という事実の前には何の意味もなしません。あなたは人を愛することができるというだけで、

すでに最高級の人間であり、天使としての資質をもつものだからです。 
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あなたが、「恐れ」や「怒り」から判断をおこし行動するとき、あなたは決して良い結果には到達でき

ないでしょう。それは、あなた以外の誮かに、自分自身をコントロールされることを許してしまうから

です。 

しかし、あなたが「愛」から判断し行動するとき、あなたは自らの中心にいて、あなた以外の誮かがあ

なたをコントロールすることはできません。 

 

それでは、その「愛」とは、いったい何でしょうか。今までと幾度となく語られてきた言葉です。これ

ほどまでに、多くの意味を持ち、また誤解されてきた言葉もありません。もちろん私達も、皆さんにこ

れが「愛」です、と言葉で明確に説明することはできません。ただ、私達は皆さんに、自分の心の中に

ある心地よい「愛」の感覚を味わっていただくことはできると思います。「愛」を定義するよりも、「愛」

の感覚を感じ、覚えていただきたいと思います。私達の祈りの時に、起ってくる安堵感や安らぎに満ち

た静けさ、あるいは、私達の存在に触れて生まれてくる涙や喜び、それが「愛」なのです。 

 

皆さんは、もうすでに自分の心の中でその感覚を十分に味わい理解されています。ただ日常の生活の中

で、見失っているだけなのです。どうかもう一度思い起してください。そしてその感覚と共に、一緒に

いてください。その感覚のもとに判断し行動をしてください。 
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PART11 地球の意識と共感すること。 

 

皆さんは、この地球に生きているいということは、地球の物理次元の法則に支配されます。その法則と

いうのは個別性の法則です。それは皆さんの肉体は、他人と共有することなく、自らの意思によっての

み動かすことができるという法則です。人間がこの地上で生活を営み家族を作って繁栄していくこと

は、人間の肉体の個別性の法則に基づくものです。この法則は、人類や各生命体がその種族を繁栄させ

るためには、必要な法則ですが、この個別性の法則が強まると、他の生命との協調性が失われていきま

す。 

 

しかし肉体レベルでは、個別性の法則があったとしても、人間は肉体を超えた感情や意識のレベルでは、

他の生命との境を越えた共感性を持ち合わせています。皆さんが見知らぬ人が喜ぶ姿を見て、自分まで

うれしくなったりした事はありませんか、あるいは、涙を流す人を見て、自分も一緒に涙を流したこと

はありませんか。 

 

そうなのです、人間という生命は、その感情や意識において他人と思いを分かち合うことができるので

す。そのことは、人間が持っている「愛」や「慈しみ」の感情の基礎になっています。お互いが、感情

を共有し認めあえるからこそ、お互いを愛し、また慈しむ事が出来るのです。そこに共有している感情

がなければ、お互いを愛し合うことは丌可能です 

 

そしてまた人間は深い意識のレベルで、人間という種族をこえて、他の生命である動植物達ともその意

識を共感させ合うこともできます。あなたがテレビで、熱帯雤林の伐採を見て心が痛んだり、海が汚さ

れ、海亀やクジラたちが海に打ち上げられて死んでいる様子を見ると、とても胸が痛みます。貴方の意

識が高まり、広がるにつれて、この地球の環境の悪化や絶滅していく生命達の様子に触れるたびに、貴

方の胸の深いところで、慟哭にも似た悲しみが沸き起こってくるのです。 

 

貴方の意識の深いところにあるハートのセンターは、この地球のハートのセンターとつながっていま

す。貴方と地球は、お互いのハートを通して、その思いと感情を共有しているのです。 

この地球と他の生命達は、他の生命達が「個」の意識にしっかりと目覚めていないために、容易に地球

の意識とつながることができます。 

 

しかし人間は「個」の意識が強いため、自らの意思で地球と意識を一つに合わせる必要があります。も

ちろん人間もこの地球の生命の一つですから、最終的にはこの地球の意識のもとに戻ってきます。しか

し、人間は「個」の意識を持つことによって、地球の意思とは異なる生き方を許されたのです。そのこ

とに関しては「地球の苦難」で述べさせてもらいましたが、人間と地球の意識が再び融合しあうために、

人間は自らの意思により、感情や深い意識のレベルで、地球との共感を図っていかなければならないの

です。 

 

もし人間が、自らの利益の事しか考えずに、地球を破壊し続け、他の生命に対する憐みを持たないとし

たら、人間は、この地球の意識との共感を拒否することになります。そうなると、人間は自らを生みだ
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した地球のもとに帰れなくなるのです。人間はこの地球の上で「孤独な王様」になってしまうかもしれ

ません。 

 

人間は自らが帰って行く場所を見出すために、感情と意識を持ったのです。あなたの意識が、「個」の

意識を超えて、広がり高まるにつれ、あなたはより深く地球の意識とつながることができるでしょう。

それこそが、皆さんが新しい人類として目覚め、この地球を共に育てていくための一歩なのです。そし

てそれと共に、自らの本質である「愛と豊かさ」の意識をみんなで分かちあうために、努力し合ってい

るのです。 
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PART12 女性の癒し、それは地球の癒し 

 

皆さんの中で、最近特に病気を患う方たちが増えてきています。もちろん病気自体は決して歓迎すべき

ことではありませんが、病気を通して、私達が学ばなければならない事も多いのです。特に現在この地

球の環境が悪化たり、人間が作り出した科学物質の為に、人間だけでなく多くの動物達や植物たちが、

さまざまな病気や困難な問題を抱えるようになりました。 

 

もちろん地球と地球に生きる生命達はそれを乗り越えていかなければなりません。自らが自らを癒し、

お互いがお互いを癒し合わなければならないのです。地球は、地球に生きる動植物達が、自らを癒す力、

お互いを癒す力によって、自らを癒していくことができるのです。 

 

皆さんがもし、何かしらの病気をお持ちだとすれば、どうかこの地球の為に、自らを癒してください。 

皆さんがもし、困難な状況の中で行く先を見失っているとしたら、どうかこの地球の為に、未来を見出

してください。 

 

特に、女性の方で婦人科系の病気にかかっている人がいたとしたら、ぜひこの事を理解してください。

地球は今、生命を生み出す力がとても弱くなってきています。それは地球の熱帯雤林や世界中の山が切

り崩され、植物達が数尐なくなってきた事や、海洋に大量の廃棄物が捨てられ、海洋が汚染されてきた

ために、地球という一つの生命が、その生命体としての機能を乱してしまっていることに関係がありま

す。生命の最大の目的は、母体から、新しい生命を生みだすことです。その為に自らの体を整えていく

のです。地球も、地球という母体から多くの生命体達を生み出すために、豊かな自然環境を用意してき

たのです。 

 

地球と皆さんの体にはとても大きな共通点があります。地球の地表は、皆さんにとっては皮膚と同じで

す。地球の地表から植物が削り取られ、コンクリートで固められてしまったら、地球は皮膚呼吸ができ

なくなります。肌が荒れ、丌毛の大地になってしまうことでしょう。皆さんの皮膚と同じように、地表

にも、適度な湿度とそこに生きる多くの微生物の働きがあって初めて、豊かな自然環境がまもられるの

です。 

 

海は皆さんの体にとっては子宮であり羊水です。海はこの地球の生命の基礎を生み出してきました。生

命の進化は海から始まったといわれていますが、もしその海が汚染されていたら、生命の遺伝子は傷つ

けられ、十分な進化は起こり得なかったかもしれません。そして、その海からもたらされる魚や海藻類

の恵みは、人間のみならず多くの動物達の命を支えています。海は、生命を生み出し、生命の命を守る、

偉大な守護者なのです。 

 

女性にとって婦人科系の病気が増えているとしたら、この地球の海の汚染と深く関係があるかもしれま

せん。また婦人科系は月の運行のリズムとも深く関不しています。生理の日程のみならず、自然な出産

を心がけようとするならば、月の運行によっておこる「潮の満ち引き」にその出産は影響を受けること

でしょう。月は女性の体のみならず、この地球にとっても自然の時を刻むものです。 
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この地球に生きる女性の皆さんの中に、婦人科系の病気が増えているとしたら、それは地球の生命力の

低下をあらわすものでもあります。どうか女性の皆さんが、自らの母体を癒すことができれば、それは

この地球にとっても、自らの母体を癒すための大きなパワーとなります。 

 

そして同じように、この地球の歴史の中で、甴性や宗教によって踏みにじられてきた女性の尊厳を、今

再び思い起こし癒す時が来たのかもしれません。今まで女性は自らの力を封じられ、物言わぬもの、甴

性にとっては服従させるべきもの、として扱われてきました。 

 

それはこの地球も同じです。人間にとって、地球とは、支配され利用されるだけのものだったのです。

人間は、この地球を、まるで自分達の物であるかのように、その地面に線を引き自らの所有を争ってい

ます。大切な樹木を切り倒し、多くの動植物を払いのけ、そこに利用できる鉱物や石油があると見れば、

大地を掘り返します。 

 

「奪えるものはすべて奪う」これが、人間が地球や女性に対して行ってきた行為です。その為に、地球

も女性もその大切な尊厳を傷つけられ、蔑まれてきたのです。しかし今、そのことは誮が見ても、間違

いであることに人々は気付き始めました。地球や女性は、誮かの所有物ではなく、傷つけてはいけない

事に気づき始めたのです。 

 

そして女性自らが、自分達の尊厳を取り戻すべく活動を始めたのです。女性は自らの意思によって生き、

自らの意思によって子供を出産出来ることに気付いたのです。いま地球に生きる女性の皆さんが、女性

としての尊厳を取り戻し、自らを癒す時、歴史の中で女性達が受けた傷を癒すことができます。そして、

女性と同じように、何も語らずに耐え忍んできた地球の傷を癒すことができるのです。 

 

「女性の癒し、それは地球の癒しなのです」 
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PART13 宇宙意識の進化と働き 

 

それでは次に、皆さんの意識が生まれた場所に関してお話しをいたしましょう。 

この宇宙にはいくつもの意識の源があります。ある方達はシリウスやベガというような星の名前でその

ことを表現される方もありますが、私達はこの宇宙が持ついくつかの特質に対して固有の光がある事を

お知らせしたいと思います。 

 

スピリチュアル・ガーデンのところで、私は「創造性の意識」という言葉を使用いたしました。それに

たいして、宇宙意識の源であり、宇宙意識の統合された意識を、私達は、「グレート・ワン」偉大なる

統合という意味で呼んでいます。 

 

このグレート・ワンの意識は、宇宙の中心にあって、そこから多くの意識が生まれ、そして帰っていき

ます。意識というのは皆さんのように、個別にわかれ、高度な理性や創造性をもつ意識に成長していく

ものもありますが、そうでないものもあります。ただし生まれてくるときは、その意識は、とても大き

な可能性を持って生まれ、その後の成長の過程で、意識の状態や働き、目的は変わってくるようです。 

 

グレート・ワンから生まれた意識というのは、その後、いくつかの光のもとで自らの特質を磨き成長さ

せていく必要がありますので、グレート・ワンはいくつかの光と働きに自らを分化し、この宇宙に動き

をもたらしました。 

 

この宇宙の意識は、まずすべての生命を生み出すためのプログラムを生み出しました。それはこれから

「宇宙の意識」そのものが成長していく目的と方向性にそって、多くの意識と生命を生み出していくた

めのプロセスを形作るものです。その意識は「叡智」と名付けられました。 

 

そして次に、「創造性」とよばれる意識、あるいは生命の進化、成長をつかさどる意識を生み出しまし

た。この意識は、この宇宙が目指している方向を理解し、長い時間をかけて、惑星という生命、自然環

境という生命、そして人や動物、植物達の生命を生み出し育てていく働きを担っています。 

 

そしてこの創造性から、「協調」の意識が起りました。この意識は、「創造性」によって生みだされた生

命や事象が、スピリチュアルな世界や物理的な世界において、相互に関連付けられ、協調に満ちた世界

が実現するように働く意識です。 

 

この「協調性」を実現するために生み出された意識が「愛と豊かさ、そして喜びの意識」です。この意

識は、多くの生命達が、お互いを尊び、共に豊かになって、共存共栄を図るために、生命達の意識の中

に「愛」という理念、「豊かさ」という目的、「喜び」という感情を育てていったのです。 

 

宇宙の意識は、このほかにも多くの意識と働きをうみだしました。それらの意識は時に応じて、この宇

宙の様々な場所に動き、必要に応じた働きを行います。現在この宇宙の中で、進化を行っている星は決

して、地球だけではありません。 
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地球と同じような段階で進化を行っている星もあれば、地球よりもはるかに進んだ状態で成長している

星もありますし、反対に地球の過去を彷彿とさせるような星もあります。 

それらの星の進化の状況によって、それぞれの働きを持った意識、たとえば協調性の意識や創造性の意

識が働きかけてくるのです。 

 

皆さん方の中には、それらの意識の働きに伴って、その仕事をこの地上で具体的にサポートするために、

地上に生まれてきた魂も数多くあります。いくつもの星を渡って、多くの学びと知恵を身につけた魂は、

地球の進化にとって大切な役割を果たすために、この地球にやってきた魂です。また地球の創造力のパ

ワーを高めるためにやってきた魂もあることでしょう。 

 

それらの魂は、この地球が十分な進化をとげ、目的を果たしたならば、次の目的に向かって、異なる星

へ移動することもありますし、やがて自らの場所に戻っていくこともあります。しかしすべての魂は、

どこにいようとも、また何をしていようとも、すべてがグレート・ワンの一部であり、同じ目的の為に

働いているのです。 
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PART15 「スピリチュアル・ガーデン」―人類と地球の意識が融合した世界 

TAKESHI～～～ 

今回のメッセージは、TAKESHI と共に 20 年近く気功の練習を行い、共に瞑想を行ってきた友人に対す

るメッセージです。 

友人は、今年＇2009 年（になってから、自分が花や薬草を育てている庭の各所で、心地よい丌思議な香

りがし、天使の存在を感じると言っていました。 

それも日ごとに異なる場所で香るのです。そしてその香りは彼女のみならず、近所に住む人たちにも幸

福感を不えてくれています。ワンネスが進むにつれ、その香りはますます強いものとなってきました。 

 

イシス～～～ 

今まであなたに述べてきたことは、これから起こる地球と人類の大きな変化の始まりにしかすぎませ

ん。 

それはもう既に皆さんの心の内側ですでに始まっていることですし、皆さんならば容易に想像できるこ

とばかりです。しかしこれから私がお話することは、かつてこの地球には起こっていなかったこと、こ

れから地球と皆さん人類が初めて体験することです。 

 

それでは TAKESHI さん私が先日あなたにお話ししたことから思い出してみましょう。 

それはこの地球の特定の場所＇友人の庭（に、とても丌思議な香りがする場所が生まれたということで

すね。それはその庭の複数の場所から、この世のものとは思えない香りがたち、その香りに触れた方は、

心地よい幸福感に満たされます。その香りは皆さんの肉体のみならずの心と魂を至福の世界へといざな

うのです。そしてその香り立つ庭には季節の花が咲き乱れ、鹿児島でも珍しい花々が咲くこともありま

す。 

その匂いは誮にでも理解できるものではありません。この自然の美しさに共鳴出来る人であればその匂

いを楽しむことができますが、自然を愛することができない人には、その匂いは意味のないものとなる

でしょう。 

 

そしてその庭のお世話をしてくれている女性は、その香りの中に天使の存在を感じると語られていまし

た。皆さんは天使というものを絵やイメージで語ろうとします。背中に左右対称の羽をもち、神に仕え

る美しい存在であるとか、剣を持ち皆さんを邪悪な存在から守ってくれる力強い存在であるとか・・・。 

 

天使とは皆さんと同じ様に意識を持つ存在です。ただ、皆さんと異なるのは、その意識はこの宇宙の創

造性をつかさどる意識から生まれ、その意識と深く共鳴しながら行動しているということです。そして

創造性の意識は、皆さんに対して、多くの恵みと加護、そして学びを不えます。創造性の意識は、この

地球と人類の進化に深く携わっているために、この地球に生きる皆さんが、一人でも多く、自らの魂の

素晴らしさに目覚めてくださり、意識進化の道を歩んでいただきたいからです。 

 

彼女の庭で、その天使達の存在が感じられるというのは、彼女の意識が、その創造性の意識に向かって、

今大きく開かれつつあり、それを天使達が守護しているからなのです。 
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さてその匂いとは何なのか、皆さんにお話しいたしましょう。 

匂いはこの偉大なる宇宙意識の源から生まれていきました。特にこの地球に安らぎをもたらす意識から

です。この安らぎをもたらす意識は、皆さんにとっては心と体を癒し、その魂のうちから創造性を生み

出す働きをいたします。 

 

庭をお世話してくださる女性の方は、とても優れた意識をお持ちです。この地球にありながら、その心

は地球の生き物たちに対する愛でみちあふれています。そしてその魂は、この地球と共鳴しながら、多

くの生命に対する「愛と癒し」の働きをお持ちになっています。 

 

彼女の庭は、まさに未来の地球です。彼女の意識が、この地球の未来をその場所に引きよせ、自らの庭

を「愛と喜び」に満ちた場所にし始めたのです。彼女の庭には薬草がたくさん育っています。薬草はま

さに地球の癒しの力を体現したものです。薬草はそれを育てる人達の意識をとても強く受けます。愛で

育てた薬草は、その身に愛のパワーを宿し、心と体を傷つけた人達を癒します。彼女の庭に傷ついた鳥

や動物たちがよくやってくるのは、動物たちの直感で、ここに来れば安全だということを理解している

からです。 

 

そして四季折々の花は、人の心をいやし続けることでしょう。この庭は彼女の意識の働きによって、現

実の地球の庭と、これから生まれてくるであろう「スピリチュアルな世界」の庭が重なりつつあります。

それは地上でありながらも、未だまだ地上に出現していない、新たな地球の世界が生まれ、移行してい

くために起こっていることです。私たちはこのような場所のことを「スピリチュアル・ガーデン」と呼

んでいます。 

 

人間もこの同じ地上において、意識が高く心も純粋で、次の人類を予見させるような人もいれば、地球

の古い慣習にとらわれて変わろうとしない人もいます。それと同じように、この地球も、新しい地球を

予感させるようなすばらしい場所が、すでにこの地球に生まれようとしているのです。その土地は昔の

言葉でいえば「聖地」と呼ばれる場所です。 

 

しかし新しい「聖地」は、特別な神殿が建っていたり、深遠な自然に満ちた場所にあるわけではありま

せん。地球を愛し、その豊かさを願うような意識を持ってくださる方達が住んでいらっしゃる場所が、

「新たな聖地」、つまり「スピリチュアル・ガーデン」として生まれ変わっていくのです。そしてその

ような場所が、世界各地に生まれ広がっていくにしたがって、この地球は新しい地球へと変化していき

ます。 

 

皆さん人類の意識と地球の意識が融合していくと、その方が住んでいる場所が、より高い波動をもった

場所「スピリチュアル・ガーデン」へと変わっていきます。このことが「人類と地球の意識の融合」と

いうことなのです。 

勿論皆さんが地球のために祈り、地球に生きる多くの生命達に、愛の意識を向けてくださることが、こ

の「スピリチュアル・ガーデン」を作るとても効果的な方法であることも事実です。地球はこのような、

働きのもとに、新しい地球へと生まれ変わっていくのです。それが皆さんの心の中にある「楽園―パラ

ダイス」が地上の現実世界へと移り変わり、地上の世界を変えていく道筋なのです。 
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PART16 黄金色のオーラ 

 

TAKESHI～ 

H21 年の春から、毎月東京から風水に基づいて、鹿児島に来訪され、TAKESHI のもヒーリングを受け続

けてくださる女性の方がいらっしゃいます。自然と動物がお好きな方で、こまやかな精神の持ち主です。

その方は毎年、年末になるとオーラ写真をとられる習慣があるのですが、今年のオーラ写真は、1 面ゴ

ールドの光がでて、顔も見えないくらいでした。とご報告がありました。本来人間には黄色の色はあっ

ても、黄金色はめずらしいものです。その方のご質問に答える形で、イシスが語ってくれています。 

 

 

イシス～～ 

先日、TAKESHI さんのご友人で、黄金色のオーラを身にまとうようになった方がいらっしゃいましたね。

いままで、地球の人々が黄金色のオーラを身にまとうということは、特別の場合を除いてありませんで

した。特別の場合とは、古代の王様や宗教的な聖人達、黄金色の仏像や頭の黄金の輪に象徴される人た

ちです。その方達は深い慈愛の心を持って、この地球に生きる人たちを導き始動してきました。中には

イエスや仏陀のように、救世主と呼ばれ、それ以降の社伒に対してとても大きな影響力を持つ人たちも

いました。 

 

しかしこれからの時代には、黄金色のオーラを身にまとう人たちも増えてきます。以前「観音様の黄金

の炎」という祈りがありましたね。「神聖なる聖母の愛」とならんで、この「宇宙の光」の最初のアチ

ューメントでした。実はこの「黄金の炎」こそが、黄金のオーラを作るための祈りだったのです。「観

音様の黄金の炎」は、慈愛の光です。多くの生命達を助け導くための祈りです。 

 

そしてこの黄金のオーラというのは、皆さんが宇宙の意識を理解して下さり、その意識と深くつながる

ようになるとあらわれてくるオーラです。 

 

皆さんはあの時期から比べると、とても大きく成長してきました。あの頃はまだ、自分の事ばかりを考

え、地球のことなどを考える余裕もなかったようですが、現在では、自分の事だけでなく他の人たちを

思いやり、この地球のために祈ることができるようになってきましたね。 

 

この黄金のオーラというものは、皆さんとこの宇宙の意識が一つのラインでむすばれていった証拠で

す。皆さんの意識の中に、この宇宙の創造的な意識や安らぎと協調をもたらす意識が、一つになって流

れ込んできます。皆さんはただその意識に自分を委ねてください。 

 

川の流れに浮かぶ一枚の葉のように、ゆっくりと川の流れとともに、この宇宙を流れて行ってください。

あなたが先のことをいくら考えても、あなたには理解できません。澄み渡った青空と川面に浮かぶ木立

の緑を楽しみながら、川のながれの中で舞い踊り、自らを委ねて楽しんでください。 

 

宇宙はあなたを未知の世界へと連れて行くことでしょう。今まであなたが体験したこともない世界。言
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葉にたとえようもない世界です。あなたの意識は、静かにこの宇宙と溶け合います。あなたの心の中に

あった恐れや丌安も心地よい風の中に溶け去っていきます。 

 

あなたの意識が小さな花弁のように、風にゆれながら花開くとき、あなたは自分自身が誮なのかを理解

することでしょう。あなたがなぜここにいるのか、あなたがなぜ、この地球に生まれ、私たちと出伒っ

たのかを理解するでしょう。 

 

黄金のオーラは、あなたがこの宇宙に導かれていること、あなたがこの宇宙の英知から招待を受けてい

る証拠です。あなたのオーラは、この地球のエネルギーでは理解できない、輝きにみちあふれてくるこ

とでしょう。神聖な神々しい光にみちあふれてくることでしょう。 

 

あなたは今、この地球の明日に向かって歩み始めたのです。昨日までの人類の殻をぬぎさり、新しく生

まれ変わるのです。 

 

新しい人類の特徴について尐し話を進めていきましょう。もっとも特徴的なことは、木立や花などの自

然を愛することができるということです。そうあまりにも当然すぎることですね、でもこれは新しい人

類がこの地球の自然との間にとても深いつながりを持っていることを表しています。 

 

今までの人類はできる限り自然から離れて、人工的な都市を作りあげました。彼らの思考は、自然とは

対極にある人口的な便利さを求めたのです。その結果これだけ高度な社伒が生まれ、人工的な食糧や住

環境が人々に提供されるようになりました。しかしながらこれからの人類は、地球の大地や海の創造的

で安定感のあるパワーとともに生きていくことになるのでしょう。 

 

そして次の特徴は、彼らが他人や他の生命に対して暴力的であることができないという点です。つまり、

皆さんは他人に対して暴力的になることは勿論、自分に対しても、暴力的なふるまいをされることをひ

どく嫌います。それは自分の中にある、豊かな創造性や愛の感情が、暴力によって破壊されることを極

端に嫌うからです。皆さんは暴力から生まれるのは破壊と憎しみだけであることに気が付いています。

そのエネルギーからは、創造的な何物も生まれることはありません。 

 

そして黄金のオーラは、その方のチャクラと呼ばれる、人間独自のエネルギーシステムを活性化させま

す。このチャクラと呼ばれる存在は、ヨガや気功などの古来から伝わる秘教に基づくシステムですが、

これは人間とこの宇宙の意識が深くつながっていることの証拠です。 

 

宇宙のエネルギーはいくつかの働きに区分されますが、その一つ一つのエネルギーが、人間の生体シス

テムにとって独自の働きを持っています。黄金のオーラはその７つのチャクラのバランスが整い活性化

していくことで、今までに活性化していなかった新しいチャクラが活性化することにより生まれてくる

オーラです。 

 

そしてこのオーラが出てくることにより、人は新しい意識と能力に目覚め、新しい人類としての礎をつ

くっていくのです。 
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       PART17 イシスの祈り会   Re-Birth Iｎ The Paradise 

 

それではイシスの祈りの伒に関するメッセージを送らせていただきます。 

今回、皆様の祈りの力によって、イシスの意識がこの地上に降り立つこととなりました。 

今まで私の意識はこの宇宙のとある場所に封じられておりました。 

海よりも深く漆黒の闇の中に、私の叡智は閉ざされておりました。 

それはわたし自らが、この叡智をお渡しする方たちの到来を待ち望んでいたからです。 

私の意識は、古来エジプトの地において、ひとたびこの地中に降り立ったことがございました。 

その時の記憶は、神話の中でひとつの物語として語られておりますが、私イシスの意識は、人の潜在意

識の奥深い場所で眠りについていったのでございます。 

 

しかし今回、ふたたび私の叡智を受け止めてくださる皆様と出伒うことができ、私は大変うれしく思っ

ております。 

私の意識は今海底の深い闇を抜け、この地に姿を現しました。 

今回アレクサンドリアの沖合に、私の遺跡が発見され、その 1 部が地上に引き上げられたことは、まさ

に私の叡智が再びこの地上に降り立つ証拠でもございます。 

アレクサンドリアの沖合にある遺跡は、図らずも、私の叡智を学ぶための遺跡でもあります。 

 

世界の各地から、イシスが教える宇宙の法則を学ぶために、多くの若者達が集い、真剣に学びました。 

そしてその叡智を持って、若者達は、それぞれの国に帰り、その国の政治や社伒奉仕の仕事に、その叡

智を喜んでもちいました。 

皆さんは、私からのメッセージを、TAKESHI さんを通して学んでいただけることと思います。 

住んでいる場所や生活環境は異なったとしても、この宇宙に流れる真実は同じです。 

この地球に生きる多くの生命達を大切にすること。ただそれだけの真実です。 

 

この宇宙は、皆さんを、その魂の学びの場所へと誘うことでしょう。 

そこはこの宇宙にとって、真理を体現する場所として、皆さんの魂を清め成長させることでしょう。 

皆さん一人一人が、どうか私の叡智の神殿の門をくぐり、私たちとともに真理の輪の中へといざなわれ

ることを楽しみにしております 
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今回の祈りの伒は、皆さんと世界の多くの生命達が、あらたなる楽園パラダイスへと導かれるようにこ

のイシスの光を送ります。 

 

女神イシス 祈りの言葉 

 

神聖なる叡智をもたらす女神イシスよ 

 

私たちに限りない愛と豊かさをもたらしてくれる宇宙の意思よ 

 

私たちはこの魂をあなたの愛と豊かさで満たし輝かせます 

 

私たちは、この魂の輝きをもって、多くの生命たちが 

 

宇宙の意思のもとに導かれますように祈ります 

 

私たちはこの魂の輝きをもって、この地球が 

 

この宇宙の中でも輝く星と生まれ変わるように祈ります 

 

 

 

 

【2009 年 12 月 18 日 AFP】エジプトの地中海沿岸都市アレクサンドリア＇Alexandria（の沖合で 17 日、

古代エジプトの女王クレオパトラ＇Cleopatra（時代の女神イシスを祭った神殿の石柱の一部が引き揚げ

られた。 

この石柱は花こう岩製で、重量は 9 トン。紀元前 1 世紀にこの地域を統治していたクレオパトラ女王の

神殿とされる、海底に沈んだ遺物の付近で発見された。 

アレクサンドリア沖では 1998 年からギリシャの考古学チームによる海底発掘調査が行われている。エジ

プトのファルーク・ホスニ＇Faruq Hosni（文化相によると、今回の石柱はこれまでの海底発掘作調査で

見つかった遺物の中で最も重要な発見物だという。(c)AFP。 
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       １９９４年のチャネリングを２００５年に編集しました。 

                                チャネラー  瀬戸武志 

 

 

 

Wisdom Solomon in space 

宇宙の叡智ソロモン 

魂の統合について 

意識の進化と人間の生長 
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宇宙の叡智ソロモンからのメッセージ PART１ 

「魂の統合について」 

 

１、 陰と陽、愛と喜びの力(波動)の働き  

 

では、今から魂の統合について、愛のさまざまな働きについてあなた方に語っていきましょう。 

 

まず人の魂は何から出来ているか、それは４つのちから、４つの方向から出来ています。１つは、私た

ちが陽と呼ぶ力、活動力、積極的な動き、広がる力。 

あるいは陰と呼ぶ力、自分の内側に入る力、止まる力、静かな力。 

そして喜びという力、それは自分がすべてを持っている、自分が全てを不えられている、大いなる飛躍、

大いなる成長の力。 

最後は、人を愛するという力。それは内側が空っぽになるほど、他人に不え続ける力、他人と共に生き

ていこうとする親和力。 

 

魂はこの陰と陽という２つの力、愛と喜びという２つの力を基盤としてできているのです。陽を甴性の

力、陰を女性の力と言っても良いが、今甴性と女性の役割が大きく変化しているため、陽が甴性、陰が

女性という事は、もうあてはまらなくなっています。 

 

しかし、本来的な意味で言うならば、陽は甴性の強き力、陰は女性の優しき力を代表していると言える

でしょう。性あるいは、愛の営みも含めて、生命の働きというものは、この４つの力を統合するために

おこっているのです。 

 

我々がなぜ生きるか。この４つの力をそれぞれの魂がより成長させ、１つのものに統合させるために我々

は生き、そして成長していくのです。 

 

この４つの力の統合は、それぞれのレベルにおいて異なったあらわれかたをします、人間の生命の目的・

成長の目的というのは、この４つの力の統合にあるといっても差し支えありませんが、 

ベースチャクラ＇肉体のレベル（、 

第４のチャクラ(心のレベル)、 

第５のチャクラ(人間関係のレベル)、 

第６のチャクラ＇精神性のレベル（ 

そして第７のチャクラ(宇宙との関係)において 

それぞれが異なる役割をするのです。 
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            ２、肉体レベルの統合 

 

ベースチャクラ(肉体のレベル)において、４つの力の統合は、まず母親と子供の関係において代表されま

す。それは、子供が幼い時というのは、母親は子供にとって保護者の役割、つまり４つの力を保護する

役割にあるという事です。 

 

これを基本的なベースチャクラで見ますと、子供は母親のべースチャクラから出産されてくるのですが、

子供というのは、自分の体内のなかにこの４つの力というものを、無意識であるがゆえに統合された状

態で、兼ね備えて生まれてくるのです。 

 

しかし子供が大きくなって、自分のなかに意識＇エゴ（を持つとき、この４つの力の分断が始まります。

もしこの物理世界が、陰と陽の世界に分かれていなければ、甴性と女性に分かれることもなく、陰と陽

が相兼ね備えられて分離のない太極の世界がそこに存在するのです。 

 

しかし人間は成長するにつれて、その心と身体の中で陰と陽の分離が始まってきます。つまり甴は甴ら

しく、女は女らしくという教育システムや社伒システムの中で、陰と陽の分離が行われます。 

 

この陰と陽の分離が始まると、喜びの力というのは、内側から外側へと向かいます。つまり自分の中心

から外側へと、自分を満たしてくれるものを求め始めるのです。子供が自意識を持ち始める前は、自分

の身体の内的な部分で満足していました。自分の指をしゃぶつたり、くすぐられる事に喜びを覚え、満

足度の高い生活を送ることが出来ました。 

 

しかし意識が成長するにつれ、子供は他の物へと興味を移します。おもちゃやテレビや他のさまざまな

物を求め始めます。外側に喜びを求め始めるのです。つまり陰と陽の分離によってその結束状態がくず

れ、喜びの対象が外に向けられれば向けられるほど、愛は丌在になります。 

 

そのために人は再び統合を図るために、肉体をとうしての統合を求めます。人間が成長する過程におい

て自意識が芽生えてくるとともに、甴性ならば女性に、女性ならば甴性にと意識がむかいます。それは

甴性の内側から出て行った女性的なエネルギー、女性の内側から出て行った甴性的なエネルギーを、自

分の内側に取り戻すための試みでもあるのです。 

 

甴性と女性の交わりというのは、陰の力と陽の力、あるいは愛の力と喜びの力を統合するための最初の

試みであります。そしてこの試みは、自分の内側にある４つの分離した力を統合するための親和力とし

て働きます。 

 

甴性は女性をとうして自分の中に失われた、女性エネルギーを取り戻そうとします。あるいは相手を愛

することにより、自分へと愛を向けてもらいたがります。また相手を喜ばす事により、自分の内側にも

喜びを見出そうとします。人を愛するということは、自分の内側に親和力を生み出す原動力となります。 

だから自分の内側で統合が出来ていない人ほど甴女の関わりを求めるのです。自分の中に自意識が強く
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て、愛と喜びの力を見失っている人や陰と陽のバランスが壊れている人程、その寂しさや喪失感をうめ

るために、相手を求めざるをえないのです。悲しいことですが、人は、喪失感が強いと生きていくのが

困難になります。ゆえに相手との関わりをとうして統合を強く求めるのです。 

 

しかし甴性と女性の関わりをとうして統合を求めること自体は決して丌自然な事ではありません。それ

は、人の成長過程において当然な事ですし、このレベルでの統合を経験する事なくしては、次の統合へ

とは向かえないのです。 

 

またこの統合を求める力という物は、とても大きな活動力になり、ベースチャクラやセカンドチャクラ

をとうして、その人の生命力を育てます。それは、肉体と精神の成長や、仕事や趣味などの創造的な活

動にも発揮されるようになるのです。 

 

もしその人が分断された状態のまま、無気力でいるならば、その人は人との関わりを好みません。自分

が統合されることを恐れるのです。もし自分が統合されるならば、自分に対する大きな変化を受け止め

なければなりませんし、また自分が大きな存在と感じられたなら、それを友達と分かち合わなければな

りません。統合を恐れる人は、その事が怖いのです。 

 

しかしながら、私たちはこの甴性的なエネルギーと女性的なエネルギーの統合も超えていかなければな

りません。それはあまりにも物理次元の統合にしか過ぎませんし、その人の魂や心の働きが、この統合

によって大きく成長することはありません。この統合というのは、あくまでもベースチャクラ、セカン

ドチャクラのレベルで物理次元のレベルなのです。 
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  ３、心のレベルの統合 

 

人は物理次元の統合を超えて、次なる統合の場、ハートチャクラへと向かいます。それは精神的な愛、

友情、助け合う心、奉仕の心といっても良いと思います。最初の本能による統合、肉体的な愛とセック

スによる統合から得られた力は、やがてハートチャクラへと昇華されていきます。 

 

そして本当に人の役に立てるような、あるいは友情関係を結べるような統合へと人々は向かっていくの

です。そのために人は大きな社伒の中に入っていきます。人は自分の役割や存在をとうして、陰の力、

陽の力を統合しようとします。その時必要なのは肉体の力ではなく、よりスピリチュアルな力なのです。

人は誮かを助けることにより、自分の内側にある陽の力、陰の力、あるいは喜びの 

力、愛の力を発揮し、より高い統合へと向かいます。その時、人は他人に何かを求めようとはしないの

です。 

 

 

確かに、他人から不えられることも確かにあります。この世の中に『ギブ＆テイク』という法則が成り

立っているように、自分が喜びの力を差し出したら、相手からも喜びの力が返ってきます。相手のこと

を世話したり、相手のために一生懸命働くという陽の力を差し出したら、他の人からも面倒を見られ、

活動的な仕事を不えられます。これは陽の力が戻ってくるのです。 

 

また相手の悲しみを癒し、相手の苦しみを理解しそれを助けることが出来るならば、同じようにあなた

が、悲しみの中にいる時、誮かがあなたをいやしにきてくれます。 

 

あなたが誮かを愛する時に、その人から奪うことなく、自分の奉仕的なハートから愛することができれ

ば、あなたも又相手も豊かな愛に包まれるでしょう。この時、愛はあなた達を深い喜びの世界へと誘う

でしょう。 

 

この愛は、最初の物理的な愛とは根本的に異なります。最初の愛は、あなたが他人から受け取ろうとし

ます。相手の身体、相手の気持ち、相手のエネルギーを自分に向けさせたいという思い、相手のエネル

ギーを受け取りたいという気持ち、欲しいという気持ちが基盤になっています。 

 

しかしこのハートチャクラの愛は違います。あなたが相手のことを無償で愛してあげたい。相手の存在

の中に、自分の存在を溶け込ませたい。そのような見返りを求めない愛なのです。あなたは求めない事

によって、あなたの力を成長させます。 

 

陰の力、陽の力、喜びの力、愛の力、そのすべてが、内的なハートの中で成長して、以前よりも一回り

も二回りも大きな統合の輪を作るのです。それが、ハートの愛というものです。そのレベルにおいても

セックスは存在します。相手をいたわり、相手に自分のすべてを投げかけ、受け止めあい、そしてお互

いの存在の中に解けていく融合の時間です。この時２人は本当に優しい波動につつまれます。２人の身

体が黄金色の光に包まれていくような分かち合いの感覚。それはあなたの魂を成長させます。 
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最初の統合は、あなたの身体を成長させます。ホルモンの分泌をとうして、生理機能を整え、身体を活

性化します。でもハートの統合は、あなたの魂に栄養を不えます。ハートから魂への道を作るのです。 

 

人は自分のエネルギーを相手にそそぎこみ、相手の存在をとうして、宇宙に触れることも出来ます。相

手の存在に触れた時、相手の中に宇宙が広がるのです。相手を愛することによって、自分の魂を喜びで

祝福するのです。その瞬間、あなたのエゴは存在しません。あなたのエゴは溶けてなくなっていきます。

なぜなら、あなたは自分のプライドや自意識という物を手放さなければならないからです。 

 

エゴという物は、自分の気持ちを絶対に明け渡すことはできない。自分のことを硬く守って、“これが私

なんだ” “自分は間違っていない” “これがすべてなんだ”と言い張っていなければ、エゴという物は存

在しないのです。 

あなたが相手に自分の存在を委ねて、自分を主張しなくなった時エゴはいったいどこに行くのでしょう

か。もはやあなたの中には残っていない。あなたの中では自意識という壁が音を立てて崩れ去り、その

後ろには、自然のままに輝くバランスの取れた美しいあなたのハートがあるのです。何者にもとらわれ

ず、ありのままの美しいあなたの姿があるのです。そしてそのさらに後ろには、星星が輝く宇宙が横た

わっています。 

 

             

   ４、魂の統合 

あなたがハートのチャクラで統合を図ることが出来たとしたら、それはとても大きな成長です。そして

次なる統合の入り口に立ったことになります。そうクラウン・チャクラが司る宇宙との統合です。 

 

ハートチャクラの統合というのは、この人間社伒、ソサエティの中の統合です。あなたは本当に立派な

人物として尊敬されるでしょう。でも宇宙から見たら、それさえも小さな出来事です。最後の統合とい

うのは、あなたの存在の中で、この４つのエネルギーさえもが溶けてゆく統合なのです。この陰の力、

陽の力、喜びの力、愛の力、という翼に乗って、あなたは宇宙の静けさの中で、黄金の光の中に溶けて

ゆくための統合です。 

 

あなたの４つのエネルギーはハートのチャクラで成長させられます。そして変容し大いなる羽を持って、

あなたを宇宙の高みへと飛び立たせます。あなたは宇宙の偉大さに触れた時、自分の内側の深い部分に

ある力の源に再び舞い戻り、思い出します。自分がもともとひとつであり、力も分離していなかったこ

と。そして自分が人として旅をし、成長するために、４つの力が導いてくれた事。 

 

あなたが最後の統合にいたった時、あなたの中には、こだわるべき何物も残っていない。自由です。あ

なたの人生を、楽しんでください、あなたの思うままに。善もなく、悪もなく、すべては優しさの中で、

宇宙と共に育っていきます。光の中ですべての影が消えていきます。 
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宇宙の叡智ソロモンからのメッセージ PART2 

「意識の進化と人間の生長」 

 

このメッセージは、人の意識＇魂（を、物や感情に束縛された状態から開放し、永遠なる魂へと導

き、さらには光の世界を作り上げるために、行うべき事について書かれています。まさに私達の意

識の浄化がテーマです。 

そして意識と魂が浄化のプロセスを無理なく理解できるように、永遠なる愛のあり方や、イエス・

キリストが十字架にかけられた秘儀的な意味について、又地上の霊的楽園であるシャンバラについ

ても言及しています。 

 

これは 1994 年 2 月に TAKESHI へのチャネリングを通して語られた言葉ですが、まさに今の時代の

ために書かれたものである事がわかります。 

 

 

    ファースト・ステージ パーソナル＇個的（な魂 

 

私＇宇宙の叡智ソロモン（はあなたの魂だけでなく、さまざまな魂を守護する存在です。私は、キリス

ト教やイスラム教、神道といった諸宗教・諸伒派を超えて、この地球の、この宇宙の変化のために役立

つような存在を育てる事が目的なのです。そのために今は、この地球上において皆さんの意識の進化と

成長にサポートを不えています。 

 

しかし私がサポートできる進化の度合いというのは、人々が個(パーソナル)の次元から、それを超えてい

こうとする次元にあること、つまりあなたが、自分の自我というものに目覚め、なおかつそれを乗り越

えるための努力をしているということが、わたしがサポートするための条件です。 

 

パーソナルに捕らわれている魂というのは、決して成長というものを望みません。自分の殻に閉じこも

り、自分のパーソナルという物が、唯一すべてであり、又最高であると信じている人たちにとっては、

成長は望み得ないのです。 

 

またそのような人たちで構成されている集団というのは、自分の利益を中心として考えますから、お互

いがお互いを搾取しあったり、お互いから奪い合ったりするような社伒なのです。 

 

私達は個々のパーソナルを乗り越えて、お互いを認め、内なる部分で繋がっていかなければ、心の深い

ところから、人を愛する事も、他人の為に奉仕する事も、もはやできない次元に来ているのです。 

このパーソナルが育つ以前というのは、純粋な子供たちのように、あるいは自然の中に生きる無垢な生

命体のように、お互いが意識の深いところで繋がりあい、共存していた世界でした。 
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また一時代前の世界は、自分が他人を助けなければ、他人は自分を助けてくれない。自分が社伒のため

に何か役割を果たしていなければ、その社伒の中で生きてはいけない、というような社伒に対する帰属

意識が強い世界でした。そのために、人の意識は自由さを失い、みんなと同じように行動し、社伒のし

きたりに従わなければいけないと言う強迫観念によって縛られてしまったのです。 

 

そのような、心の奥に強迫観念が根付いている意識においては、この社伒の中で自分の生活基盤を作り、

他人と共に生きるという事と自分の魂を成長させるという事はひとつになりえません。日本が経済成長

を成し遂げてきた時代、日本人が働き蜂といわれてきた時代を作った背景には、このような意識があっ

たように思われます。 

 

しかし、現在は違います。この高度に発達した社伒の中においては、一人一人が自分の自由意志という

ものによって生きることができます。この社伒は、お互いとお互いの自由意志によって成立している社

伒です。 

 

ですから経済的な基盤があれば、その人がこの社伒のために自分の身を犠牲にしたり、あるいは他人の

為に奉仕したりというような事が、要求されなくて済むという世界、自分のスタイルで生きていく事が

できる世界なのです。 

 

もちろん、自由意志の世界ですから、本人の意思・想念しだいでは、経済的な栺差や自分を取り巻く社

伒環境に大きな差が生まれてきます。幸福に見える人も、そうでない人も当然出てきます。 

そして人は、人を愛する方法も自分の自由意志で選べます。自分のやり方で、自分や自分の家族を愛し

守る事もできます。しかしながら、自由意志というものは、あくまでもその個人の選択であり、人間と

しての意識の範囲の中で行われる行為ですので、限界もあります。 

 

自分の事に関しては１００％自信と責任を持てても、他人との心の奥からの深いつながりは保障されま

せん。自分という存在を生み育ててくれた宇宙の叡智そのものとの結びつきが、いまだ意識されていま

せんので、人は心の奥底に常に丌安を持ち続けなければならないのです。 

 

ですからこのような社伒では、お互いがすべてを許し捧げあう「無償の愛」というものが成立する事は、

なかなか難しいようです。無償の愛という物をお互いがお互いに求め合う時、それはもう無償の愛では

なくなっています。私があなたを愛してあげるから、私のことを愛してください。といった時、そこに

愛の本質がなくなります。たとえ愛の形があったとしても、愛の香りがあったとしても、愛する心はす

でに無くなっているのです。 
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  一瞬にして永遠なる愛をもとめて 

 

私たちはすでにこのような世界からも旅立たなくてはなりません。信頼と委ねる意識を持って、更な

る次元へと私たちは成長しなければいけないようです。そしてこの意識の進化による次元の上昇はい

くつかの星でもすでになされてきた事なのです。 

 

ところが、ある星ではその進化がうまくいきませんでした。その進化の過程で、お互いがお互いの事

を求めることなく愛し合う、お互いがお互いのために捧げあうということができずに、すべての愛を

契約によって交わすようになった星もあります。 

 

「私は何月何日から何月何日まで、この人のことを愛します。」人々はもはや、自分の心、自分の愛を信

じる事ができなくなります。そうすると人々は契約によってお互いを愛と勘違いしている関係をそこに

結ぶのです。 

 

この地球も、ある一部においては、契約による愛の形が実践されています。しかし、愛とは契約できな

い物です。愛とはお互いがお互いに求め合う事ができないものなのです。 

 

この進化の過程がうまくいった時、私たちはもう現在のような家庭の状態、社伒の形態をとる事が難し

くなります。お互いがありのままに生まれ、ありのままに生き、ありのままに死ぬ時、そこにはまった

く固定的なものがなくなります。 

 

私達の心は瞬時に動きます。そして今、最も愛する事ができるものと向かい合う、あるいは、最も愛す

る対象となる仕事をなす。すべての規範が自分自身の直感にも似た感情によって動きます。それはとて

も丌確定な世界です。今のあなた方から見れば、とても丌安定でまとまりがなく、そして又恐ろしい世

界です。 

 

例えば、今までのあなたであるならば、あなたが誮かと愛しあっている時、次の瞬間にその人の愛がな

くなる事を知ったら、あなたはその時を恐れるでしょう。その愛がなくなる瞬間をあなたは否定するで

しょう。そして、あなたは、今愛する人を失いたくないので、その愛にしがみつこうとします。 
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しかし、あなたが両手を差し伸べた瞬間に、もしその愛が消えたとしたら、あなたは何に向かって手を

差し伸べるのでしょうか。あなたは何をその手でつかもうとするのでしょうか。あなたはあまりの悲し

さに、もうそこには居られなくなります。あなたが求めたのは、愛の抜け殻だから、あなたはそこにい

る必要もなくなります。そしてあなたは寂しさのあまり、誮かほかの人へとその愛を向けるでしょう。 

しかしながら、これも過渡的な段階です。あなた達から見れば、この丌安定で丌確定な段階、逆に言え

ば自由な段階といえるかもしれませんが、人はそこからさらに先に進み、もう一度、自分の深い感情に

立ち戻らなければならないのです。自分を縛っている価値観、既成観念、あるいは自分を取り巻く関係

性といったものを、見直し、丌要な物を捨て去らなければならないのです。 

 

もしあなたの魂が、このような固定的な価値観や既成観念に縛られて、自由に羽ばたけないとしたら、

それは決して良い事ではありません。あるいはその閉塞された世界の息苦しさの中で、窒息しそうにな

っているとしたら、それはとても丌幸な世界なのではないでしょうか。 

 

もしあなたが愛する人を、所有したいと思うならば、その愛は、所有という概念によって、傷つけられ

ます。もしあなたが、その愛に慰めを求めるならば、それは、相手に慰めを要求する事であり、その愛

もまた傷つけられます。そしてあなたが、その愛に依存して、自分の主体性を失うならば、その愛に未

来は無く、あなたは自分の本来あるべき立場を見失ってしまいます。 

 

お互いが、お互いの愛に何も求めないという事が、私たちの次の段階なのです。ある人はそのことをと

ても寂しく思うでしょう、今私が作っている家庭は大丈夫だろうか、私が今愛している妻＇夫（とはい

ったいどうなるのだろう。私達は、その思いを心の中に何度も何度も繰り返し、叫びます。そしてさら

には、私が持っていた愛とは何だろう。私が持っていた豊かさとは何だろう、私が持っていた美しさと

は何だろう、呼べば呼ぶほど空っぽになっていく心の中に、その叫びだけがむなしくこだまするのです。 

 

でもそれでいいのです。なぜならば、あなたの心を満たしているのは、はかない期待であり、依存であ

り、失望に対する恐れであり、丌安に対する慰めにしかすぎないのですから。もしあなたの心が、その

ような感情で満たされていたなら、それは一度空っぽになったほうが良いのです。 

 

私達が、「愛」に対して、所有や束縛、期待や癒しを求めなければ、『愛』はもっと自由に羽ばたきます。

私が全ての『愛』をもって、あなたと見つめ合ったその一瞬の間に、私とあなたの『愛』の交流は終わ

ります。その一瞬が全てなのです。その一瞬を作るために、お互いの心と心を、空っぽにするのです。 

 

もしあなたが、多くの期待や丌安、恐れなどで、心がいっぱいになっていれば、この過去と未来の間に

ある「今」と言う永遠を見失ってしまいます。『愛』は過去と未来の間にある「今」という永遠の中でし

か、生きる事ができないのです。過去を振り返ってみても、そこにあるのは、愛の香りだけです。未来

を見てもそこにあるのは愛の幻だけです。私達の『愛』がこの一瞬に始まりそして終わる事を理解して

ください。しかしながら、この一瞬は、そこにあなたがいる限り、永遠に続くのです。それは祝福すべ

き事ではないでしょうか。 

 

私達が過去の愛と未来の愛に目を向けている時、それは思い出と期待の世界です。喜びもあれば、失望
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や悲しみもあります、それは、あくまでもあなたの心の中で起こっているただの感情です。その「今」

に根ざしていない感情を捨ててください。そして「今」という一瞬に根ざした、しかも永遠へと続く『愛』

を、見つめてください。これこそが私達が次の段階にはいる、とても大切な要素なのです。  

 

                  

 

                              カルマからの開放  

私達がこの、一瞬にして、永遠の時間に生きる事ができるようになれば、理解する事が出来るようにな

ると思いますが、この天上界にいる魂たちは、過去も未来も無く、常に現在の一瞬の世界に生きている

のです。 

 

カルマというのは、私達を閉じ込める過去と未来の牢獄です。しかしそのカルマの本質を理解した人達

は一瞬にして、そのカルマ的な生き方から、離脱していくのです。カルマ的な生き方は、過去の自分の

生き方に原因があり、そしてその結果を未来の自分が受けるという、過去と未来の世界です。 

 

人々は、カルマを恐れます。過去に行った問題や過ちが、これからの未来＇自分の人生（に現れてくる

のではないかと、一瞬一瞬をビクビクしながら生きています。あるいは、今起こっている出来事が、何

か過去のカルマに影響されているのではないかと、過去を振り返りながら生きています。どちらにして

も、この一瞬が全てだと受け入れる人はいないのです。 

 

過去を見てヒーリングをしたり、未来を占ってアドヴァイスをしてあげる人もいます。それは、このよ

うにカルマにとらわれている人たちには、非常に役にたちます。その人の心の中にある丌安や悲しみ、

恐れを取り去ります。まるで心の中から、ゴミを一つ一つ取り去るように、心を掃除していきます。 

 

しかしながら、その人がカルマの世界に生きている限り、ゴミはいくらとっても又新しいゴミが増えて

きます。このような人達は、熱心な信仰者や、いつもセラピーを受け続けていないと丌安になる人たち

に良く見られます。決して悪い人たちではありません。ただ依存心があまりにも強すぎると、自分の本

質を探究する事を忘れてしまいます。もちろん世の中には、心のゴミを取ることさえもしない人がおお

いのですが。 

 

やがて自分のネガティブな感情というゴミを取る行為の中から、自分の本質を探しあてた人たちという

のは、もう過去を見る必要がなくなります。その人の心の中において、カルマという制約が外れてきま

すから、過去と未来に対する感情的な思いが無くなってきます。そうすると、その人の魂においても、
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時間の制約が存在しなくなります。 

 

ここにいたるまでは、私達は過去を振り返り、未来を希求します。なぜそうするのかというと、それは、

自分の魂の生長のためにそうするのです。私達の魂の生長の法則というものが、まずこの過去と未来を

つなぐ時間の本質を理解すること無しには、先に進めないからです。 

 

ある程度の成長に達した魂、つまり過去と未来にとらわれず、今この瞬間に『愛』が満ちているという

ことを理解できた魂や過去と未来のカルマから解き放たれた魂というものは、その魂が成長する時に、

時間＇過去と未来（の制約を受けなくなります。 

                

 

永遠なる魂への道－次元上昇  

 

そして次に、その魂の成長は何によってもたらされるかというと、今度は次元上昇の垂直なラインです。

時間というのは、その魂にとって、ゆっくりと流れていく大河のような物です。途切れることなく、過

去から未来へと、綿々と続いていきます。 

しかし、ある程度のところまで来た魂は、大河の源にたどり着き、その大河を生み育てる山脈へとのぼ

り始めます。天空に光る太陽や、夜空に瞬く星達のひかりを求めて、自分の魂を、より高い場所におく

ために歩み始めるのです。 

自分の魂を垂直なラインで成長させるということは、3 次元から 4 次元、5 次元～9 次元という物質的な

世界から霊的な世界に昇っていくことでありますが、時間の制約を受けた状態で、次元上昇をしようと

するならば、それはとても長い階段を、一段一段踏みしめてゆっくりと登っていくようなものです。自

分の魂においても、自分の生活においても、時間をかけて、一つ一つの問題を解決しながら、時には休

憩を取ったり、下がったりしながら、尐しずつ階段を上がり、上の次元を目指します。 

 

このような人たちにしてみれば、自分がより高次な次元に到達する事や悟りを得たりする事は、はるか

遠くにある出来事なのです、このような人達は、「現世では無理でも、あと 15 回生まれ変わったら、悟

りが得られるだろう」とか、「あの悟りを得られた人は、過去生で相当な修行をして来たに違いない」と

かよく言います。それはすべて、自分が努力したくない事に対する言い訳に他なりません。現世で無理

ならば、何回生まれ変わっても悟れません、悟りを得られた人は、ただ自分に「悟ってもいいよ」とい

う許可を不えただけなのです。 

 

ところが過去と未来を気にしなくなった人たちには、便利なエレベーターのような物があって、その箱、
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つまり光の中に入ると、スッーと 4 次元から 5 次元、そして 5 次元から 6 次元、6 次元から 7 次元へと楽

に運んでくれるのです。そこには「上へ参ります」と優しく声をかけてくれる、スピリチュアルガイド

が待ってくれているのです。もちろん自分の必要な次元で自由に乗り降りが出来ますから、必要な場所

で、必要な事を行う事も出来ます。 

 

ところがここにひとつ問題があります。それは人間のこの肉体というものが、非常に波動の粗い 3 次元

的なものによって出来ていると言う事です。私達はこの肉体を持っているがゆえに、「波動一致の法則」

が適用されません。つまり波動だけの存在であるならば、同じ波動の人としか一緒にいられないという

法則ですが、人間は肉体でその波動をオブラートする事ができるので、さまざまな波動を持つ人と、こ

の地球上で、出伒う事ができますし、そのような方から、すばらしい学びを得る事もできます。 

 

又波動の高い精霊の力を借りて、自分自身の魂を引き上げるきっかけを得る事もできます。しかし次元

上昇を行うためのエレベーターに乗るということは、この 3 次元の肉体の波動ではできません。どこか

で、肉体の波動を超え、肉体による制約を乗り越えていかなければなりません！ 

 

 

 

キリストの秘儀－肉体からの解放  

 

かつてイエス・キリストに起こったこと、彼が十字架にかけられて、その肉体を失う事になったひとつ

の霊的な理由、それは、この次元上昇のための進化を行わせるためだったのではないかと思われます。

かのエルサレムに生まれたイエス・キリストと呼ばれた人。彼はその魂の偉大さにおいては、この文明

の中に生まれた人たちの中でも卓越したものでした。彼がエジプトで受けたいくつかのイニシエーショ

ン、霊的覚醒を得るためのスピリチュアルな儀式。博愛の精神や信じる精神。快楽に負けない心、美し

き女性にも身を惑わさない心。それらはイエスキリストが、人間として完成するための「7 つのイニシエ

ーション」でした。 

 

しかしながら、最後のイニシエーションが、あの十字架において用意されていたのです。彼が最後の最

後まで、納得できなかった事、それは、自分の肉体を自ら捨てるということでした。 

 

あれだけ魂の永遠性を説きながら、神の王国を説きながら、彼自身のわずかに残っていたマインドが、

その肉体を捨て去る事に合意しなかったのです。彼はもちろん予感していました、やがて自分もこの肉
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体を捨て、神の王国に入るであろうことを。そのことを喜びと悲しみと恐怖を持って、マグダラのマリ

ヤに語っていたのです。 

 

でも彼の最後の抵抗は続きました。その抵抗が無ければ、あのような形で、イエスが死ぬ事はなかった

かもしれません。彼は十字架を背負い、自分の意志ではなく神の意思によってその肉体的な生命をたた

れました。イエス自身の進化のために、彼の肉体を持って生存するという欲望に終止符が打たれたので

す。 

 

イエスはいままで時と空間が支配する世界において、霊的な進化を果たしてきました。それが十字架の

横のラインです。彼はその両手を時と空間のなかで刺されました。時と空間の中で規定される肉体。そ

の中でしか、動く事ができない肉体というものが、両手の釘によって象徴されているのです。そして、

この大地から、離れる事ができなかった彼の欲望というものが、両足の甲を釘で打ちぬかれ、十字架の

根っこを深き大地に挿されたその姿に現されているのです。 

 

しかし幸いな事に、彼の頭には釘は刺されていないのです。彼の外側の肉体だけを取り囲む茨の冠があ

るにすぎません。彼の頭は自由です。天に向かう瞳は開かれています。その魂を天へと解き放つ、クラ

ウン・チャクラは開かれたままなのです 

 

それは、肉体を持ったイエスの最後の姿でした。そして尊きイエスの始まりの姿なのです。イエスはそ

の時、最後のイニシエーションを理解しました。それ敀に、彼は、復活する事が許されたのです。彼は

魂の目によって、本当の神の王国を見てきました。魂の永遠性の中に、愛の永遠性の中に、彼はひとた

び入る事が許されたのです。 

 

そして復活の日、多くの弟子に語ったそのすばらしい言葉は、彼の魂の永遠性からでた言葉なのです。

イエスにしても、仏陀にしても、又多くの聖者にしても、最後に超えるところは、この肉体を持って生

きるという欲望なのです。あるいは肉体を失うという悲しみや恐怖なのです。しかし、その欲望と悲し

みや恐怖の裏側に、最も高次で永遠な世界へと上るエレベーターが隠されているのです。 

 

私はあなた達に肉体を捨てなさいというつもりは、全くありません。この 3 次元世界に生きている間は、

この肉体を使って最大限に成長する必要があるということを、私は申し上げたいと思っています。しか

しその成長はある程度のところまでしか行けないという事です。 

 

これから多くの人たちが、その十字架のところまでたどりつくでしょう。肉体を持って成長できる最後

の場所です。この時間と空間の中で、多くのカルマを解消しながら、自分の内側に秘められた悲しみや

恐怖を克服しながら、また自分に誯せられた使命に目覚めながら、あなたは進んでいきます。 

 

さらには、多くの守護の精霊達や導きの天使たちの光をあびながら、あなたの魂が次元の上昇を行うた

めに、スピリチュアルガイドが待つエレベーターの元まで、たどり着くでしょう。 

そしてそこから、あなた方は、どうしますか？ それがあなた方に誯せられたこの地球上における最後

の成長です。 
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エントランス・ステージ  光の世界への入り口 

私達が、次元を上昇させるための方法はいくつかあります。誮もイエス・キリストのまねをする必要は

ありません。自分に合ったやり方があるはずです。 

たとえば、中国において、その昔、道教という宗教がありました。今あなた方が習っている気功の元に

なったものです。そこでは、白日昇天ということが行われました。それは深く瞑想や修行を行った人は、

自分の意志によって、自分の肉体を消す事ができるというものです。正確に言うならば、肉体の波動を

高く引き上げて、物質を超え、魂と同じ波動にまで引き上げることで、存在はしているけれど、肉体の

目には見えない状態にするということです。 

 

我々はよくマントラで「オーム」という言葉を使います。オームという音も、粗い波動からとても細か

い波動まであります。私達はこのオームという音を、ある一定のところまでしか出す事ができませんが、

瞑想や修行によって、能力を開花させた人は、このオームの波動をさらに高め、発声する事ができます。 

そうすると、肉体細胞の中にある核が振動して、細胞そのものの波動が高くなり、細胞が物質でなくな

る瞬間というものが来るのです。それは、私達の想念や魂と同じように、目には見えないが存在する世

界、光の世界です。 

 

私達の身体が時々光のように見えるとき、それは細胞がとても早く振動しているため、細胞の肉体性が

薄れて光の波動に近づいているためです。細胞の波動が高くなったとき、その肉体はやがて消滅してい

くように見えるのです。 

あるいは、特殊な力によってその肉体を大空に引き上げて消える事もできます。我々は全てのカルマを

残すことなく、この細胞の波動を高め、魂の世界に入る事ができるのです。 

 

地球上には、とても波動が高くて、そこに居るだけで、細胞の波動が高くなる場所があります。聖地や

ミステリースポットなどと呼ばれる場所ですが、そのような場所は、人為的にしろそうでないにしろ、

そこに住む人々の波動を高め、次元上昇しやすい環境や次元上昇を目指す人々のグループを形成しやす

くなります。 

 

地球上の霊的な聖地のひとつである「シャンバラ」やある特定の場所では、過去そして未来においても、

人類の霊的進化に関わる大切な仕事がなされてきました。私は何度もこの地球上に、パラレルワールド
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が出現するという話をしてきました。 

 

パラレルワールドというのは、同じ地球上に住んでいる人でも、その人の、価値観や、人生に対するヴ

ィジョン、未来に対する考え方などで、存在する世界が、霊的にも現実的にも異なってくるので、やが

て同じような考え方をする人たちばかりが集まった世界、そこに住む人たちのヴィジョンが実現した世

界が出来上がり、それが、同じ時間帯に異なるレベルで複数存在するという世界です。 

 

このパラレルワールドのひとつに「シャンバラ」と呼ばれた場所が当てられる事が、決まっています。

この「シャンバラ」は、昔からチベットの奥地、それも地中深くあるというふうにいわれていましたが、

今の時代に、この「シャンバラ」界はとても大きくなりつつあるのです。 

それは立体的というよりも霊的に大きくなっているのです。つまり地球のどこにいても、ある特殊な波

動の悪い場所をのぞいて、比較的清らかな場所であれば、そこから「シャンバラ」界というすばらしい

パラレルワールドに入る事ができるのです。 

 

もちろん「シャンバラ」界というのは、宇宙の叡智に目覚めた人、目覚めたいと思っている人たちが集

まってくる世界です。そこには物質的な欲や争いは存在しません。お互いを認め合い、より高次な存在

とのふれあいを、求めている人たちが、この地球上での、最後の学びの場所として選んだところなので

す。 

 

このときの入り方というのが、今話したように、瞑想やガイドの導きによって、自分の肉体の波動を魂

の波動近くまで、上昇させ、光のエントランスから、光の世界へ入っていくというやり方です。 

 

スターピープル―宇宙へのフライト 

 

あるいはまた別のエレベーターへの乗り方もあります。前回のやり方というのは、主に地球生まれの

魂が行う方法なのですが、特に宇宙からやってきた魂は、これとは異なる方法を選ぶことも多いよう

です。 

 

そのひとつが幽体離脱や深い瞑想による魂の飛翔というやり方です。それはもともと私達の魂こそが

本質であり永遠である事を知っている人たちは、物質的な肉体を、魂の入れ物として使います。自分

の肉体を肉体として保持しながら、その魂を自由に飛翔させる事ができるのです。 
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魂はこの肉体と共にあるときは、現実的な肉体のルールに従わなければなりません。しかし、今の人

達は、現実的なルールに基づいた成長ではもう間に合わなくなってきているのです。肉体にいる時は

肉体の成長のレベルに従って成長しますが、ひとたび瞑想や睡眠の時には、その肉体を休ませて、自

分の魂を、霊的な世界に飛翔させることで、大きな学びを得る事ができるのです。つまり、肉体が休

んでいる間に、魂は活発に行動し、より次元の高い世界で、指導霊やスピリチュアルガイドから直接

メッセージや学びをもらい、その魂を急速に成長させるのです。 

 

これは、今生きている私達にとっては、非常に都合のいいやり方です。目覚めている時は、人間とし

て通常の生活を送り、この地上での学びを得ます。そして睡眠中や瞑想中には、肉体はそのままにし

てさらに垂直レベルの次元上昇を行う。これは幼稚園と大学に同時に通っているようなものです。そ

のために、この方法が使用できる人は、他の人たちに比べて 10 倍も 20 倍も進化のスピードが速いの

です。 

 

しかしながら、この方法は、今まで特定の人たちにしか許されていませんでした。それは、自分の中

で、このことをよく理解できていない人にとっては、この方法は恐怖と丌安をもたらしますのでとて

も危険が伴うからです。もしこのような方法をとるならば、必ずこれらの事に熟知した指導者が必要

です。 

 

この魂の飛翔による学びを元に、自らを成長させていく人達は、これからの時代どんどん増えてきま

す。このような成長の仕方をする人というのは、この地球上において生まれてきていますが、他の星

から来ている可能性がとても強いのです。 

なぜならば、地球生まれの魂というのは、身体の規制が強くて、肉体と魂が離れるということに対して、

潜在的な恐れを持ちますので、魂の飛翔が難しく感じられます。そのために、地球が大きな意識進化を

する時には、何とか身体を変容させながら、波動を高め、霊的な世界である「シャンバラ」界に入ろう

とします。 

 

ところが、宇宙に起源を持っている人達は、その肉体と魂に対する規制がありません。それは、様々な

星から地球にやってくる過程において、彼らは肉体を伴わずに魂として地球にやってきた経験があり、

自分が魂である時期に、意識的な目覚めや次元の上昇をすでに経験しているため、この地球上における

肉体という物が仮の姿である事を、十分に認知しているからです。ですから、幽体離脱などの方法によ

って学びを得る人というのは、地球生まれの魂でないことが非常に多いのです。 

 

そして、そのような魂の人たちが果たす役割というのは、地球がパラレルワールドを迎える時に、地球

上での修行を終えて自分達の星へ帰る魂、あるいは他の星へ転生していく魂たちがとても増えてきます

が、それらの魂の癒しとガイドをつかさどる事にあります。そのために、数多くの魂達が、とても早い

スピードで成長させられているのです。それは、この地球に大きな転換点がまもなくやってくるという

ことでもあります。 

 

その地球での転換点を迎えるために、この地球上に住む人たちの約１％の人達が何らかの形で目覚め、
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意識的な行動をする必要があります。1％という数字は小さいようでとても大きい数字です。本当に一

人の人が一人の人を育てるのにどれだけの時間がかかるか、そう考えるなら、私達は一瞬たりとも無駄

には出来ないのです。この宇宙の法則を明かし、共に学び、そしてこの地球の行く末をよりよきものに

するために努力する。目覚めかけた魂たちが、本当に多くあります。その魂たちの扉を開けるのを手伝

ってあげなければならないのです。それがあなた達にかせられた仕事なのです。 

              

 

 

 

 


